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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器（ＵＥ）を動作する方法であって、
　複数のサービングセルのうちの一次コンポーネントキャリアの共通の探索空間及びＵＥ
固有の探索空間において物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）候補を監視するこ
とと、
　前記監視するＰＤＣＣＨで搬送されるダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）がキャリアイン
ジケータ（ＣＩＦ）を含む場合のＰＤＣＣＨペイロードと、前記ＣＩＦを含まない場合の
ＰＤＣＣＨペイロードとが共通のペイロードサイズを有し、かつ、前記共通の探索空間の
前記ＤＣＩの位置を示す制御チャネル要素（ＣＣＥ）インデックスが前記ＵＥ固有の探索
空間のＣＣＥインデックスと等しいとき、かつ前記監視するＰＤＣＣＨで搬送される前記
ＤＣＩに基づいて巡回冗長検査（ＣＲＣ）を生成し、前記ＤＣＩに付加されているＣＲＣ
を、セル無線ネットワーク一時識別子と前記ＤＣＩが前記ＣＩＦを含むことを示すビット
の所定のセットとに基づいて逆スクランブルしてＣＩＦ　ＣＲＣを生成し、前記生成され
たＣＲＣが前記ＣＩＦ　ＣＲＣに一致するとき、前記ＤＣＩが前記ＣＩＦを含むと決定す
ることと、
　を備える、方法。
【請求項２】
　　複数のサービングセルの一次コンポーネントキャリアの共通の探索空間及びＵＥ固有
の探索空間において物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）候補を監視することと
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、
　前記監視するＰＤＣＣＨで搬送されるダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）がキャリアイン
ジケータ（ＣＩＦ）を含む場合のＰＤＣＣＨペイロードと、前記ＣＩＦを含まない場合の
ＰＤＣＣＨペイロードとが共通のペイロードサイズを有し、かつ、前記共通の探索空間の
前記ＤＣＩの位置を示す制御チャネル要素（ＣＣＥ）インデックスが前記ＵＥ固有の探索
空間のＣＣＥインデックスと等しいとき、かつ前記監視するＰＤＣＣＨで搬送される前記
ＤＣＩに基づいて巡回冗長検査（ＣＲＣ）を生成し、前記ＤＣＩに付加されているＣＲＣ
を、セル無線ネットワーク一時識別子と前記ＤＣＩが前記ＣＩＦを含むことを示すビット
の所定のセットとに基づいて逆スクランブルしてＣＩＦ　ＣＲＣを生成し、前記生成され
たＣＲＣが前記ＣＩＦ　ＣＲＣに一致するとき、前記ＤＣＩが前記ＣＩＦを含むと決定す
ることと、
　を行うように構成されるプロセッサを備える、装置。
【請求項３】
　複数のサービングセルのうちの一次コンポーネントキャリアの共通の探索空間及びＵＥ
固有の探索空間において物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）候補を監視するた
めの手段と、
　前記監視するＰＤＣＣＨで搬送されるダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）がキャリアイン
ジケータ（ＣＩＦ）を含む場合のＰＤＣＣＨペイロードと、前記ＣＩＦを含まない場合の
ＰＤＣＣＨペイロードとが共通のペイロードサイズを有し、かつ、前記共通の探索空間の
前記ＤＣＩの位置を示す制御チャネル要素（ＣＣＥ）インデックスが前記ＵＥ固有の探索
空間のＣＣＥインデックスと等しいとき、かつ前記監視するＰＤＣＣＨで搬送される前記
ＤＣＩに基づいて巡回冗長検査（ＣＲＣ）を生成し、前記ＤＣＩに付加されているＣＲＣ
を、セル無線ネットワーク一時識別子と前記ＤＣＩが前記ＣＩＦを含むことを示すビット
の所定のセットとに基づいて逆スクランブルしてＣＩＦ　ＣＲＣを生成し、前記生成され
たＣＲＣが前記ＣＩＦ　ＣＲＣに一致するとき、前記ＤＣＩが前記ＣＩＦを含むと決定す
るための手段と、
　を備える、装置。
【請求項４】
　少なくとも１つのプロセッサに、
　複数のサービングセルのうちの一次コンポーネントキャリアの共通の探索空間及びＵＥ
固有の探索空間において物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）候補を監視するこ
とと、
　前記監視するＰＤＣＣＨで搬送されるダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）がキャリアイン
ジケータ（ＣＩＦ）を含む場合のＰＤＣＣＨペイロードと、前記ＣＩＦを含まない場合の
ＰＤＣＣＨペイロードとが共通のペイロードサイズを有し、かつ、前記共通の探索空間の
前記ＤＣＩの位置を示す制御チャネル要素（ＣＣＥ）インデックスが前記ＵＥ固有の探索
空間のＣＣＥインデックスと等しいとき、かつ前記監視するＰＤＣＣＨで搬送される前記
ＤＣＩに基づいて巡回冗長検査（ＣＲＣ）を生成し、前記ＤＣＩに付加されているＣＲＣ
を、セル無線ネットワーク一時識別子と前記ＤＣＩが前記ＣＩＦを含むことを示すビット
の所定のセットとに基づいて逆スクランブルしてＣＩＦ　ＣＲＣを生成し、前記生成され
たＣＲＣが前記ＣＩＦ　ＣＲＣに一致するとき、前記ＤＣＩが前記ＣＩＦを含むと決定す
ることと、
　を行わせる命令を備えるコンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【関連出願の相互参照】
【０００１】
　本出願は、どちらの出願も、その全体が参照により本明細書に明確に組み込まれる、「
Ｍｅｔｈｏｄｓ ｏｆ Ｒｅｓｏｌｖｉｎｇ ＰＤＣＣＨ Ｃｏｎｆｕｓｉｏｎ ｉｎ ＬＥＴ
－Ａ」という名称を有し、２０１０年３月１８日に出願された米国仮出願第６１／３１５
３６７号の利益および「Ｍｅｔｈｏｄｓ ｏｆ Ｒｅｓｏｌｖｉｎｇ ＰＤＣＣＨ Ｃｏｎｆ



(3) JP 6749881 B2 2020.9.2

10

20

30

40

50

ｕｓｉｏｎ ｉｎ ＬＴＥ－Ａ」という名称を有し、２０１０年９月２０日に出願された米
国特許仮出願第６１／３８４６１３号の利益を主張する。
【技術分野】
【０００２】
　本開示は概して、通信システムに関し、特にＬｏｎｇ Ｔｅｒｍ Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ（
ＬＴＥ（登録商標））における物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）混乱を解決
する方法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　ワイヤレス通信システムは、電話、ビデオ、データ、メッセージング、およびブロード
キャストなどの様々な電気通信サービスを提供するために広く展開されている。典型的な
ワイヤレス通信システムは、利用可能なシステムリソース（たとえば、帯域幅、送信電力
）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多元接続技
術を採用し得る。そのような多元接続技術の例には、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）シス
テム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム
、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、シングルキャリア周波数分割多元接
続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）システム、および時分割同期符号分割多元接続（ＴＤ－ＳＣＤＭＡ
）システムがある。
【０００４】
　これら多元接続技術は、様々なワイヤレスデバイスが都市、国家、地域、さらには地球
規模で通信することを可能にする共通プロトコルを与えるために様々な電気通信規格にお
いて採用されている。新生の電気通信規格の一例はＬｏｎｇ Ｔｅｒｍ Ｅｖｏｌｕｔｉｏ
ｎ（ＬＴＥ）である。ＬＴＥは、Ｔｈｉｒｄ Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ Ｐａｒｔｎｅｒｓｈ
ｉｐ Ｐｒｏｊｅｃｔ（３ＧＰＰ（登録商標））によって公表されたＵｎｉｖｅｒｓａｌ 
Ｍｏｂｉｌｅ Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ Ｓｙｓｔｅｍ（ＵＭＴＳ）モバイ
ル規格の拡張セットである。ＬＴＥは、スペクトル効率を改善することによってモバイル
ブロードバンドインターネットアクセスをより良くサポートし、コストを下げ、サービス
を改善し、新しいスペクトルを利用し、また、ダウンリンク（ＤＬ）上ではＯＦＤＭＡを
使用し、アップリンク（ＵＬ）上ではＳＣ－ＦＤＭＡを使用し、多入力多出力（ＭＩＭＯ
）アンテナ技術を使用して他のオープン規格とより良く統合するように設計されている。
しかしながら、モバイルブロードバンドアクセスに対する需要が増大し続けるにつれて、
ＬＴＥ技術のさらなる改善が必要である。好ましくは、これらの改善は、他の多元接続技
術と、これらの技術を採用する電気通信規格とに適用可能であるべきである。
【概要】
【０００５】
　本開示の一態様では、基地局が複数のコンポーネントキャリアを用いてユーザ機器を設
定する、基地局におけるワイヤレス通信のための方法、装置、およびコンピュータプログ
ラム製品が提供される。また、基地局は、ユーザ機器が、複数のコンポーネントキャリア
のうちのあるコンポーネントキャリア上で送信されるグラントにキャリアインジケータフ
ィールドが含まれているかどうかを判別できないときを決定する。このグラントによって
、判別できないことが決定されたときはいつでもこのコンポーネントキャリアのみがスケ
ジューリングされる。
【０００６】
　本開示の一態様では、複数のコンポーネントキャリアのうちのあるコンポーネントキャ
リア上でグラントが受信される、ワイヤレス通信のための方法、装置、およびコンピュー
タプログラム製品が提供される。また、この装置は、グラントに基づいてｅＮｏｄｅＢと
通信する。グラントは、装置がグラントにキャリアインジケータフィールドが含まれてい
るかどうかを判別できないときにこのコンポーネントキャリアのみをスケジューリングす
る。
【０００７】
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　本開示の一態様では、基地局が複数のコンポーネントキャリアを用いてユーザ機器を設
定する、基地局におけるワイヤレス通信のための方法、装置、およびコンピュータプログ
ラム製品が提供される。また、基地局は、ＵＥがグラントにキャリアインジケータフィー
ルドが含まれているかどうかを判別できないときを決定する。さらに、グラントは、ユー
ザ機器がグラントにキャリアインジケータフィールドが含まれているかどうかを判別でき
ないときにグラントにキャリアインジケータフィールドが含まれているかどうかをユーザ
機器に示すように修正される。
【０００８】
　本開示の一態様では、グラントがキャリアインジケータフィールドを含むかどうかをＵ
Ｅが判別できないときにキャリアインジケータフィールドが含まれるかどうかを示すため
にグラントが修正される、複数のコンポーネントキャリアの１つ用のグラントを含むダウ
ンリンク制御情報が受信される、ワイヤレス通信のための方法、装置、およびコンピュー
タプログラム製品が提供される。また、キャリアインジケータフィールドがグラントに含
まれているかどうかは、グラントに対する修正に基づいて決定される。
【０００９】
　本開示の一態様では、複数のサービングセルのうちのあるサービングセル用のキャリア
インジケータフィールドを受信するための構成が受信される、ワイヤレス通信のための方
法、装置、およびコンピュータプログラム製品が提供される。また、複数のサービングセ
ルのうちの一次セル上で物理ダウンリンク制御チャネルが監視される。この一次セルは上
記のサービングセルとは異なる。さらに、物理ダウンリンク制御チャネル内で受信された
情報が、共通のペイロードサイズを有し、かつ、共通の探索空間内の第１の制御チャネル
要素インデックスがユーザ機器固有の探索空間内の第１のＣＣＥインデックスと等しい共
通の探索空間に存在するとき、受信された情報は一次セル用の情報であると仮定される。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】図１は、処理システムを採用する装置のためのハードウェア実装形態の一例を示
す図である。
【図２】図２は、ネットワークアーキテクチャの一例を示す図である。
【図３】図３は、アクセスネットワークの一例を示す図である。
【図４】図４は、アクセスネットワーク内で使用するフレーム構造の一例を示す図である
。
【図５】図５は、ＬＴＥにおけるＵＬのための例示的なフォーマットを示す。
【図６】図６は、ユーザプレーンおよび制御プレーンのための無線プロトコルアーキテク
チャの一例を示す図である。
【図７】図７は、アクセスネットワーク内の発展型ノードＢおよびユーザ機器の一例を示
す図である。
【図８】図８は、クロスキャリアスケジューリングを示す図である。
【図９】図９は、クロスキャリアスケジューリングがあるときの潜在的なＰＤＣＣＨ混乱
を示すための第１の図である。
【図１０】図１０は、クロスキャリアスケジューリングがあるときの潜在的なＰＤＣＣＨ
混乱を示すための第２の図である。
【図１１】図１１は、潜在的なＰＤＣＣＨあいまいさを解決するための第１の例示的な方
法を示すための図である。
【図１２】図１２は、潜在的なＰＤＣＣＨあいまいさを解決するための第２の例示的な方
法を示すための図である。
【図１３】図１３は、潜在的なＰＤＣＣＨあいまいさを解決するための第３の例示的な方
法を示すための図である。
【図１４】図１４は、潜在的なＰＤＣＣＨあいまいさを解決するための第４の例示的な方
法を示すための図である。
【図１５】図１５は、潜在的なＰＤＣＣＨあいまいさを解決するための第５の例示的な方
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法を示すための図である。
【図１６】図１６は、ワイヤレス通信の第１の方法のフローチャートである。
【図１７】図１７は、ワイヤレス通信の第２の方法のフローチャートである。
【図１８】図１８は、ワイヤレス通信の第３の方法のフローチャートである。
【図１９】図１９は、ワイヤレス通信の第３の方法の第２のフローチャートである。
【図２０】図２０は、ワイヤレス通信の第４の方法のフローチャートである。
【図２１】図２１は、ワイヤレス通信の第４の方法の第２のフローチャートである。
【図２２】図２２は、ワイヤレス通信の第４の方法の第３のフローチャートである。
【図２３】図２３は、ワイヤレス通信の第４の方法の第４のフローチャートである。
【図２４】図２４は、ワイヤレス通信の別の方法のフローチャートである。
【図２５】図２５は、例示的な装置の機能を示す概念ブロック図である。
【図２６】図２６は、別の例示的な装置の機能を示す概念ブロック図である。
【図２７】図２７は、さらに別の例示的な装置の機能を示す概念ブロック図である。
【図２８】図２８は、さらに別の例示的な装置の機能を示す概念ブロック図である。
【図２９】図２９は、さらに別の例示的な装置の機能を示す概念ブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　添付の図面に関して以下に説明される発明を実施するための形態は、様々な構成として
意図されるものであり、本明細書で記述される概念が実施され得る唯一の構成を表すこと
を意図するものではない。発明を実施するための形態は、様々な概念の完全な理解を与え
るための具体的な詳細を含む。しかしながら、これらの概念がこれらの具体的な詳細なし
に実施され得ることは当業者には明らかであろう。いくつかの例では、そのような概念を
不明瞭にしないために、よく知られている構造および構成要素をブロック図の形式で示す
。
【００１２】
　次に、様々な装置および方法に関して電気通信システムのいくつかの態様を提示する。
これらの装置および方法について、以下の発明を実施するための形態において説明し、（
集合的に「要素」と総称される）様々なブロック、モジュール、構成要素、回路、ステッ
プ、プロセス、アルゴリズムなどによって添付の図面に示す。これらの要素は、電子ハー
ドウェア、コンピュータソフトウェア、またはそれらの任意の組合せを使用して実装され
得る。そのような要素をハードウェアとして実装するか、ソフトウェアとして実装するか
は、特定の適用例および全体的なシステムに課せられた設計制約に依存する。
【００１３】
　例として、要素、または要素の任意の部分、または要素の任意の組合せは、１つまたは
複数のプロセッサを含む「処理システム」を用いて実装され得る。プロセッサの例には、
マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、フィ
ールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理デバイス（ＰＬＤ
）、状態機械、ゲート論理、個別ハードウェア回路、および本開示全体にわたって説明す
る様々な機能を実行するように構成された他の好適なハードウェアがある。処理システム
内の１つまたは複数のプロセッサはソフトウェアを実行し得る。ソフトウェアは、ソフト
ウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハードウェア記述言語などの
名称にかかわらず、命令、命令セット、コード、コードセグメント、プログラムコード、
プログラム、サブプログラム、ソフトウェアモジュール、アプリケーション、ソフトウェ
アアプリケーション、ソフトウェアパッケージ、ルーチン、サブルーチン、オブジェクト
、実行ファイル、実行スレッド、プロシージャ、関数などを意味すると広く解釈されたい
。ソフトウェアはコンピュータ可読媒体上に常駐し得る。コンピュータ可読媒体は非一時
的コンピュータ可読媒体であり得る。非一時的コンピュータ可読媒体は、例として、磁気
ストレージデバイス（たとえば、ハードディスク、フロッピー（登録商標）ディスク、磁
気ストリップ）、光ディスク（たとえば、コンパクトディスク（ＣＤ）、デジタル多用途
ディスク（ＤＶＤ））、スマートカード、フラッシュメモリデバイス（たとえば、カード
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、スティック、キードライブ）、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読取り専用メモリ
（ＲＯＭ）、プログラマブルＲＯＭ（ＰＲＯＭ）、消去可能ＰＲＯＭ（ＥＰＲＯＭ）、電
気的消去可能ＰＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ（登録商標））、レジスタ、リムーバブルディスク
、ならびにコンピュータによってアクセスされ、読み取られ得るソフトウェアおよび／ま
たは命令を記憶するための任意の他の好適な媒体を含む。コンピュータ可読媒体は、処理
システムの内部に常駐するか、処理システムの外部にあるか、または処理システムを含む
複数のエンティティにわたって分散され得る。コンピュータ可読媒体はコンピュータプロ
グラム製品において実施され得る。例として、コンピュータプログラム製品はパッケージ
ング材料中にコンピュータ可読媒体を含み得る。当業者なら、特定の適用例および全体的
なシステムに課せられた全体的な設計制約に応じて、本開示全体にわたって提示される記
述された機能をどのようにしたら最も良く実装することができるかを認識されよう。
【００１４】
　したがって、１つまたは複数の例示的な実施形態では、記述される機能は、ハードウェ
ア、ソフトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。ソフ
トウェアで実装した場合、機能は、コンピュータ可読媒体上に記憶されるか、あるいはコ
ンピュータ可読媒体上に１つまたは複数の命令またはコードとして符号化され得る。コン
ピュータ可読媒体はコンピュータ記憶媒体を含む。記憶媒体は、コンピュータによってア
クセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、そのようなコ
ンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯＭ、あ
るいは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気記憶デバイス
、もしくは命令またはデータ構造の形態の所望のプログラムコードを搬送または記憶する
ために使用でき、コンピュータによってアクセスできる任意の他の媒体を備えることがで
きる。本明細書で使用するディスク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディ
スク（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、
デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピーディスク（disk）およびブルー
レイディスク（disc）を含み、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、デ
ィスク（disc）は、データをレーザで光学的に再生する。上記の組合せもコンピュータ可
読媒体の範囲内に含めるべきである。
【００１５】
　図１は、処理システム１１４を採用する装置１００のためのハードウェア実装形態の一
例を示す概念図である。この例では、処理システム１１４は、バス１０２によって概略的
に表されるバスアーキテクチャを用いて実装され得る。バス１０２は、処理システム１１
４の特定の適用例および全体的な設計制約に応じて、任意の数の相互接続バスおよびブリ
ッジを含み得る。バス１０２は、プロセッサ１０４によって概略的に表される１つまたは
複数のプロセッサと、コンピュータ可読媒体１０６によって概略的に表されるコンピュー
タ可読媒体とを含む様々な回路を互いにリンクする。バス１０２はまた、タイミングソー
ス、周辺機器、電圧調整器、および電力管理回路など、様々な他の回路をリンクし得るが
、これらの回路は当技術分野においてよく知られており、したがって、これ以上記述しな
い。バスインターフェース１０８は、バス１０２とトランシーバ１１０との間のインター
フェースを与える。トランシーバ１１０は、伝送媒体上で様々な他の装置と通信するため
の手段を与える。装置の性質に応じて、ユーザインターフェース１１２（たとえば、キー
パッド、ディスプレイ、スピーカ、マイクロホン、ジョイスティック）も与えられ得る。
【００１６】
　プロセッサ１０４は、コンピュータ可読媒体１０６に記憶されたソフトウェアの実行を
含む一般的な処理及びバス１０２の管理に関与する。ソフトウェアは、プロセッサ１０４
によって実行されたとき、処理システム１１４に、特定の装置のための以下で記述される
様々な機能を実行させる。コンピュータ可読媒体１０６はまた、ソフトウェアを実行する
ときにプロセッサ１０４によって操作されるデータを記憶するために使用され得る。
【００１７】
　図２は、様々な装置１００（図１参照）を採用するＬＴＥネットワークアーキテクチャ
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２００を示す図である。ＬＴＥネットワークアーキテクチャ２００はＥｖｏｌｖｅｄ Ｐ
ａｃｋｅｔ Ｓｙｓｔｅｍ（ＥＰＳ）２００と呼ばれることがある。ＥＰＳ２００は、１
つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）２０２と、発展型ＵＭＴＳ地上波無線アクセスネット
ワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ：Evolved UMTS Terrestrial Radio Access Network）２０４と
、発展型パケットコア（ＥＰＣ：Evolved Packet Core）２１０と、ホーム加入者サーバ
（ＨＳＳ：Home Subscriber Server）２２０と、事業者のＩＰサービス２２２とを含み得
る。ＥＰＳは他のアクセスネットワークと相互接続することができるが、簡単のために、
それらのエンティティ／インターフェースは図示していない。図示のように、ＥＰＳはパ
ケット交換サービスを与えるが、当業者なら容易に認識するように、本開示全体にわたっ
て提示する様々な概念は、回線交換サービスを与えるネットワークに拡張され得る。
【００１８】
　Ｅ－ＵＴＲＡＮは、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）２０６と他のｅＮＢ２０８とを含む。ｅ
ＮＢ２０６は、ＵＥ２０２に対してユーザプレーンプロトコル終端と制御プレーンプロト
コル終端とを与える。ｅＮＢ２０６は、Ｘ２インターフェース（すなわち、バックホール
）を介して他のｅＮＢ２０８に接続され得る。ｅＮＢ２０６はまた、当業者によって、基
地局、送受信基地局、無線基地局、無線トランシーバ、トランシーバ機能、基本サービス
セット（ＢＳＳ：basic service set）、拡張サービスセット（ＥＳＳ：extended servic
e set）、または何らかの他の好適な用語で呼ばれることがある。ｅＮＢ２０６は、ＵＥ
２０２にＥＰＣ２１０へのアクセスポイントを与える。ＵＥ２０２の例には、セルラー電
話、スマートフォン、セッション開始プロトコル（ＳＩＰ：session initiation protoco
l）電話、ラップトップ、携帯情報端末（ＰＤＡ）、衛星無線、全地球測位システム、マ
ルチメディアデバイス、ビデオデバイス、デジタルオーディオプレーヤ（たとえば、ＭＰ
３プレーヤ）、カメラ、ゲーム機、または任意の他の同様の機能デバイスがある。ＵＥ２
０２はまた、当業者によって、移動局、加入者局、モバイルユニット、加入者ユニット、
ワイヤレスユニット、リモートユニット、モバイルデバイス、ワイヤレスデバイス、ワイ
ヤレス通信デバイス、リモートデバイス、モバイル加入者局、アクセス端末、モバイル端
末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハンドセット、ユーザエージェント、モバイルクラ
イアント、クライアント、または何らかの他の好適な用語で呼ばれることがある。
【００１９】
　ｅＮＢ２０６はＳ１インターフェースによってＥＰＣ２１０に接続される。ＥＰＣ２１
０は、モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ：Mobility Management Entity）２１２と、
他のＭＭＥ２１４と、サービングゲートウェイ２１６と、パケットデータネットワーク（
ＰＤＮ：Packet Data Network）ゲートウェイ２１８とを含む。ＭＭＥ２１２は、ＵＥ２
０２とＥＰＣ２１０との間のシグナリングを処理する制御ノードである。概して、ＭＭＥ
２１２はベアラおよび接続管理を行う。すべてのユーザＩＰパケットはサービングゲート
ウェイ２１６を通して転送され、サービングゲートウェイ２１６自体はＰＤＮゲートウェ
イ２１８に接続される。ＰＤＮゲートウェイ２１８はＵＥのＩＰアドレス割振りならびに
他の機能を与える。ＰＤＮゲートウェイ２１８は事業者のＩＰサービス２２２に接続され
る。事業者のＩＰサービス２２２は、インターネットと、イントラネットと、ＩＰマルチ
メディアサブシステム（ＩＭＳ：IP Multimedia Subsystem）と、ＰＳストリーミングサ
ービス（ＰＳＳ：PS Streaming Service）とを含む。
【００２０】
　図３は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャにおけるアクセスネットワークの一例を示
す図である。この例では、アクセスネットワーク３００は、いくつかのセルラー領域（セ
ル）３０２に分割される。１つまたは複数のより低い電力クラスのｅＮＢ３０８、３１２
は、それぞれ、セル３０２のうちの１つまたは複数と重複するセルラー領域３１０、３１
４を有し得る。より低い電力クラスのｅＮＢ３０８、３１２は、フェムトセル（たとえば
、ホームｅＮＢ（ＨｅＮＢ））、ピコセル、またはマイクロセルであり得る。より高い電
力クラスのｅＮＢまたはマクロｅＮＢ３０４は、セル３０２に割り当てられ、セル３０２
内のすべてのＵＥ３０６にＥＰＣ２１０へのアクセスポイントを与えるように構成される
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。アクセスネットワーク３００のこの例には集中コントローラはないが、代替構成では集
中コントローラが使用され得る。ｅＮＢ３０４は、無線ベアラ制御、承認制御、モビリテ
ィ制御、スケジューリング、セキュリティ、およびサービングゲートウェイ２１６（図２
参照）への接続性を含む、無線に関係するすべての機能に関与する。
【００２１】
　アクセスネットワーク３００によって採用される変調および多元接続方式は、展開され
ている特定の電気通信規格に応じて異なり得る。ＬＴＥ適用例では、周波数分割複信（Ｆ
ＤＤ：frequency division duplexing）と時分割複信（ＴＤＤ：time division duplexin
g）の両方をサポートするために、ＯＦＤＭがＤＬ上で使用され、ＳＣ－ＦＤＭＡがＵＬ
上で使用される。当業者なら以下の発明を実施するための形態から容易に認識するように
、本明細書で提示する様々な概念は、ＬＴＥ適用例に好適である。しかしながら、これら
の概念は、他の変調および多元接続技法を採用する他の電気通信規格に容易に拡張され得
る。例として、これらの概念は、Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ－Ｄａｔａ Ｏｐｔｉｍｉｚｅｄ（
ＥＶ－ＤＯ）またはＵｌｔｒａ Ｍｏｂｉｌｅ Ｂｒｏａｄｂａｎｄ（ＵＭＢ）に拡張され
得る。ＥＶ－ＤＯおよびＵＭＢは、ＣＤＭＡ２０００規格ファミリーの一部として３ｒｄ
 Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ Ｐｒｏｊｅｃｔ ２（３ＧＰＰ２）によ
って公表されたエアインターフェース規格であり、ＣＤＭＡを利用して移動局にブロード
バンドインターネットアクセスを提供する。これらの概念はまた、広帯域ＣＤＭＡ（Ｗ－
ＣＤＭＡ（登録商標））、ならびにＴＤ－ＳＣＤＭＡ、ＴＤＭＡを採用するＧｌｏｂａｌ
 Ｓｙｓｔｅｍ ｆｏｒ Ｍｏｂｉｌｅ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ（ＧＳＭ）（登録商
標）、Ｅｖｏｌｖｅｄ ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、Ｕｌｔｒａ Ｍｏｂｉｌｅ Ｂｒｏａ
ｄｂａｎｄ（ＵＭＢ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標））、ＩＥＥＥ８
０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．２０、およびＯＦＤＭＡを採
用するＦｌａｓｈ－ＯＦＤＭなど、ＣＤＭＡの他の変形態を採用するＵｎｉｖｅｒｓａｌ
 Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ Ｒａｄｉｏ Ａｃｃｅｓｓ（ＵＴＲＡ）に拡張され得る。ＵＴ
ＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥおよびＧＳＭは、３ＧＰＰという組織からの文書
に記述されている。ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢは、３ＧＰＰ２という組織からの文書
に記述されている。採用される実際のワイヤレス通信規格および多元接続技術は、特定の
適用例およびシステムに課せられる全体的な設計制約に依存することになる。
【００２２】
　ｅＮＢ３０４は、ＭＩＭＯ技術をサポートする複数のアンテナを有し得る。ＭＩＭＯ技
術の使用は、空間多重化、ビームフォーミング、および送信ダイバーシティをサポートす
るためにｅＮＢ３０４が空間領域を活用することを可能にする。
【００２３】
　空間多重化は、データの異なるストリームを同じ周波数上で同時に送信するために使用
され得る。データスチームは、データレートを増加させるために単一のＵＥ３０６に送信
されるか、または全体的なシステム容量を増加させるために複数のＵＥ３０６に送信され
得る。これは、各データストリームを空間的にプリコードし（すなわち、振幅および位相
のスケーリングを適用し）、次いでダウンリンク上で複数の送信アンテナを通して空間的
にプリコードされた各ストリームを送信することによって達成される。空間的にプリコー
ドされたデータストリームは、異なる空間シグナチャとともに（１つまたは複数の）ＵＥ
３０６に到着し、これにより、（１つまたは複数の）ＵＥ３０６の各々がそのＵＥ３０６
に宛てられた１つまたは複数のデータストリームを復元することが可能になる。アップリ
ンク上で、各ＵＥ３０６は、空間的にプリコードされたデータストリームを送信し、これ
により、ｅＮＢ３０４が空間的にプリコードされた各データストリームのソースを識別す
ることが可能になる。
【００２４】
　空間多重化は、概して、チャネル状態が良好であるときに使用される。チャネル状態が
あまり良好でないときは、送信エネルギーを１つまたは複数の方向に集中させるためにビ
ームフォーミングが使用され得る。これは、複数のアンテナを通して送信するためのデー
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タを空間的にプリコードすることによって達成され得る。セルのエッジにおいて良好なカ
バレージを達成するために、送信ダイバーシティと組み合わせてシングルストリームビー
ムフォーミング送信が使用され得る。
【００２５】
　以下の発明を実施するための形態では、ダウンリンク上でＯＦＤＭをサポートするＭＩ
ＭＯシステムを参照しながらアクセスネットワークの様々な態様が記述される。ＯＦＤＭ
は、ＯＦＤＭシンボル内のいくつかのサブキャリアを介してデータを変調するスペクトル
拡散技法である。サブキャリアは正確な周波数で離間する。この離間は、受信機がサブキ
ャリアからデータを復元することを可能にする「直交性」を与える。時間領域では、ＯＦ
ＤＭシンボル間干渉をなくすために、ガードインターバル（たとえば、サイクリックプレ
フィックス）が各ＯＦＤＭシンボルに追加され得る。アップリンクは、高いピーク対平均
電力比（ＰＡＲＲ：peak-to-average power ratio）を補償するために、ＳＣ－ＦＤＭＡ
をＤＦＴ拡散ＯＦＤＭ信号の形態で使用し得る。
【００２６】
　様々なフレーム構造は、ＤＬ送信とＵＬ送信とをサポートするために使用され得る。Ｄ
Ｌフレーム構造の一例は、図４に関して提示されるであろう。しかしながら、当業者なら
容易に認識するように、特定の適用例のためのフレーム構造は任意の数のファクタに応じ
て異なり得る。この例では、フレーム（１０ｍｓ）は、等しいサイズの１０個のサブフレ
ームに分割されている。各サブフレームは、２つの連続するタイムスロットを含む。
【００２７】
　２つのタイムスロットを表すためにリソースグリッドが使用され得、各タイムスロット
はリソースブロックを含む。リソースグリッドは複数のリソース要素に分割される。ＬＴ
Ｅでは、リソースブロックは、周波数領域中に１２個の連続サブキャリアを含んでおり、
各ＯＦＤＭシンボル内の通常のサイクリックプレフィックスについて、時間領域中に７個
の連続ＯＦＤＭシンボル、または８４個のリソース要素を含んでいる。Ｒ４０２、４０４
として示されるリソース要素のいくつかはＤＬ基準信号（ＤＬ－ＲＳ：DL reference sig
nal）を含む。ＤＬ－ＲＳは、（共通ＲＳと呼ばれることもある）セル固有ＲＳ（ＣＲＳ
：Cell-specific RS）４０２と、ＵＥ固有ＲＳ（ＵＥ－ＲＳ：UE-specific RS）４０４と
を含む。ＵＥ－ＲＳ４０４は、対応する物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ：ph
ysical downlink shared channel）がマッピングされるリソースブロック上でのみ送信さ
れる。各リソース要素によって搬送されるビット数は変調方式に依存する。したがって、
ＵＥが受信するリソースブロックが多いほど、また変調方式が高いほど、ＵＥのデータレ
ートは高くなる。
【００２８】
　ＵＬフレーム構造５００の一例は、図５に関して提示されるであろう。図５は、ＬＴＥ
におけるＵＬのための例示的なフォーマットを示す。ＵＬのために利用可能なリソースブ
ロックは、データセクションと制御セクションとに区分され得る。制御セクションは、シ
ステム帯域幅の２つのエッジにおいて形成され得、構成可能なサイズを有し得る。制御セ
クション内のリソースブロックは、制御情報の送信のためにＵＥに割り当てられ得る。デ
ータセクションは、制御セクション中に含まれないすべてのリソースブロックを含み得る
。図５の設計は、データセクション内の連続するサブキャリアのすべてを単一のＵＥに割
り当てることを可能にし得る連続サブキャリアを含むデータセクションを生じる。
【００２９】
　ＵＥには、ｅＮＢに制御情報を送信するために制御セクション内のリソースブロック５
１０ａ、５１０ｂが割り当てられ得る。ＵＥには、ｅＮＢにデータを送信するためにデー
タセクション内のリソースブロック５２０ａ、５２０ｂも割り当てられ得る。ＵＥは、制
御セクション内の割り当てられたリソースブロック上の物理アップリンク制御チャネル（
ＰＵＣＣＨ：physical uplink control channel）内で制御情報を送信し得る。ＵＥは、
データセクション内の割り当てられたリソースブロック上の物理アップリンク共有チャネ
ル（ＰＵＳＣＨ：physical uplink shared channel）内でデータのみまたはデータと制御
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情報の両方を送信し得る。ＵＬ送信は、サブフレームの両方のスロットにわたり得、図５
に示すように周波数上でホッピングし得る。
【００３０】
　図５に示すように、リソースブロックのセットは、初期システムアクセスを実行し、物
理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ：physical random access channel）５３０内
でＵＬ同期を達成するために使用され得る。ＰＲＡＣＨ５３０は、ランダムシーケンスを
搬送し、いかなるＵＬデータ／シグナリングも搬送することができない。各ランダムアク
セスプリアンブルは、６つの連続するリソースブロックに対応する帯域幅を占有する。開
始周波数はネットワークによって指定される。すなわち、ランダムアクセスプリアンブル
の送信は、ある時間リソースおよび周波数リソースに制限される。周波数ホッピングはＰ
ＲＡＣＨにはない。ＰＲＡＣＨ試みは単一のサブフレーム（１ｍｓ）内で搬送され、ＵＥ
は、フレーム（１０ｍｓ）ごとに単一のＰＲＡＣＨ試みだけを行うことができる。
【００３１】
　ＬＴＥにおけるＰＵＣＣＨ、ＰＵＳＣＨ、およびＰＲＡＣＨは、公開されている「Evol
ved Universal Terrestrial Radio Access(E-UTRA);Physical Channels and Modulation
」と題する３ＧＰＰ ＴＳ ３６．２１１に記述されている。
【００３２】
　無線プロトコルアーキテクチャは、特定の適用例に応じて様々な形態をとり得る。ＬＴ
Ｅシステムの一例は、図６に関して提示されるであろう。図６は、ユーザプレーンおよび
制御プレーンのための無線プロトコルアーキテクチャの一例を示す概念図である。
【００３３】
　図６を参照すると、ＵＥおよびｅＮＢのための無線プロトコルアーキテクチャは、レイ
ヤ１と、レイヤ２と、レイヤ３との３つのレイヤとともに示されている。レイヤ１は最下
位レイヤであり、様々な物理レイヤ信号処理機能を実装する。レイヤ１を本明細書では物
理レイヤ６０６と呼ぶ。レイヤ２（Ｌ２レイヤ）６０８は、物理レイヤ６０６の上にあり
、物理レイヤ６０６を介したＵＥとｅＮＢとの間のリンクに関与する。
【００３４】
　ユーザプレーンでは、Ｌ２レイヤ６０８は、ネットワーク側のｅＮＢにおいて終了され
る、媒体アクセス制御（ＭＡＣ：media access control）サブレイヤ６１０と、無線リン
ク制御（ＲＬＣ：radio link control）サブレイヤ６１２と、パケットデータコンバージ
ェンスプロトコル（ＰＤＣＰ：packet data convergence protocol）６１４サブレイヤと
を含む。図示されていないが、ＵＥは、ネットワーク側のＰＤＮゲートウェイ２０８（図
２参照）において終了されるネットワークレイヤ（たとえば、ＩＰレイヤ）と、接続の他
端（たとえば、ファーエンドＵＥ、サーバなど）において終了されるアプリケーションレ
イヤとを含むＬ２レイヤ６０８の上にいくつかの上位レイヤを有し得る。
【００３５】
　ＰＤＣＰサブレイヤ６１４は、様々な無線ベアラと論理チャネルとの間の多重化を提供
する。ＰＤＣＰサブレイヤ６１４はまた、無線送信オーバーヘッドを低減するために上位
レイヤデータパケットのヘッダ圧縮と、データパケットを暗号化することによるセキュリ
ティと、ＵＥに対するｅＮＢ間のハンドオーバサポートとを与える。ＲＬＣサブレイヤ６
１２は、上位レイヤデータパケットのセグメンテーションおよび再統合と、紛失データパ
ケットの再送信と、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ：hybrid automatic repeat re
quest）による、順が狂った受信を補正するためのデータパケットの並べ替えとを行う。
ＭＡＣサブレイヤ６１０は、論理チャネルとトランスポートチャネルとの間の多重化を提
供する。ＭＡＣサブレイヤ６１０はまた、ＵＥの間で１つのセル内の様々な無線リソース
（たとえば、リソースブロック）を割り振ることに関与する。ＭＡＣサブレイヤ６１０は
またＨＡＲＱ動作に関与する。
【００３６】
　制御プレーンでは、ＵＥおよびｅＮＢのための無線プロトコルアーキテクチャは、制御
プレーンのためのヘッダ圧縮機能がないことを除いて、物理レイヤ６０６およびＬ２レイ
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ヤ６０８について実質的に同じである。制御プレーンはまた、レイヤ３中に無線リソース
制御（ＲＲＣ：radio resource control）サブレイヤ６１６を含む。ＲＲＣサブレイヤ６
１６は、無線リソース（すなわち、無線ベアラ）を取得することと、ｅＮＢとＵＥとの間
のＲＲＣシグナリングを使用して下位レイヤを構成することとに関与する。
【００３７】
　図７は、アクセスネットワーク内でＵＥ７５０と通信しているｅＮＢ７１０のブロック
図である。ＤＬでは、コアネットワークからの上位レイヤパケットがコントローラ／プロ
セッサ７７５に与えられる。コントローラ／プロセッサ７７５は、図６に関して前に記述
されたＬ２レイヤの機能を実装する。ＤＬでは、コントローラ／プロセッサ７７５は、様
々な優先度メトリックに基づいてヘッダ圧縮と、暗号化と、パケットのセグメント化およ
び並べ替えと、論理チャネルとトランスポートチャネルとの間の多重化と、ＵＥ７５０へ
の無線リソース割振りとを提供する。コントローラ／プロセッサ７７５はまた、ＨＡＲＱ
動作と、紛失パケットの再送信と、ＵＥ７５０へのシグナリングとに関与する。
【００３８】
　ＴＸプロセッサ７１６は、Ｌ１レイヤ（すなわち、物理レイヤ）のための様々な信号処
理機能を実装する。信号処理機能は、ＵＥ７５０における前方誤り訂正（ＦＥＣ：forwar
d error correction）を促進するためのコーディングおよびインタリービングと、様々な
変調方式（たとえば、２位相シフトキーイング（ＢＰＳＫ：binary phase-shift keying
）、４位相シフトキーイング（ＱＰＳＫ：quadrature phase-shift keying）、Ｍ位相シ
フトキーイング（Ｍ－ＰＳＫ：M-phase-shift keying）、多値直交振幅変調（Ｍ－ＱＡＭ
：M-quadrature amplitude modulation））に基づいた信号コンスタレーションへのマッ
ピングを含む。次いで、符号化され変調されたシンボルは並列ストリームに分割される。
各ストリームは、次いでＯＦＤＭサブキャリアにマッピングされ、時間領域および／また
は周波数領域内で基準信号（たとえば、パイロット）と多重化され、次いで逆高速フーリ
エ変換（ＩＦＦＴ：Inverse Fast Fourier Transform）を使用して互いに合成されて、時
間領域ＯＦＤＭシンボルストリームを搬送する物理チャネルを生成する。ＯＦＤＭストリ
ームは、複数の空間ストリームを生成するために空間的にプリコードされる。チャネル推
定器７７４からのチャネル推定値は、符号化および変調方式を決定するために、ならびに
空間処理のために使用され得る。チャネル推定値は、ＵＥ７５０によって送信される基準
信号および／またはチャネル状態フィードバックから導出され得る。次いで、各空間スト
リームは、別個の送信機７１８ＴＸを介して異なるアンテナ７２０に与えられる。各送信
機７１８ＴＸは、送信のためにそれぞれの空間ストリームでＲＦキャリアを変調する。
【００３９】
　ＵＥ７５０において、各受信機７５４ＲＸは、そのそれぞれのアンテナ７５２を通して
信号を受信する。各受信機７５４ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調された情報を復元し、受
信機（ＲＸ）プロセッサ７５６に情報を与える。
【００４０】
　ＲＸプロセッサ７５６は、Ｌ１レイヤの様々な信号処理機能を実装する。ＲＸプロセッ
サ７５６は、ＵＥ７５０に宛てられた任意の空間ストリームを復元するために、情報に対
して空間処理を実行する。複数の空間ストリームがＵＥ７５０に宛てられた場合、それら
はＲＸプロセッサ７５６によって単一のＯＦＤＭシンボルストリームに合成され得る。Ｒ
Ｘプロセッサ７５６は、次いで高速フーリエ変換（ＦＦＴ：Fast Fourier Transform）を
使用してＯＦＤＭシンボルストリームを時間領域から周波数領域に変換する。周波数領域
信号は、ＯＦＤＭ信号のサブキャリアごとに別々のＯＦＤＭシンボルストリームを備える
。各サブキャリア上のシンボルと基準信号とは、ｅＮＢ７１０によって送信される、可能
性が最も高い信号のコンスタレーションポイントを決定することによって復元され、復調
される。これらの軟判定は、チャネル推定器７５８によって計算されるチャネル推定値に
基づき得る。軟判定は、次いで、物理チャネル上でｅＮＢ７１０によって最初に送信され
たデータおよび制御信号を復元するために復号され、デインターリーブされる。データお
よび制御信号は、次いでコントローラ／プロセッサ７５９に与えられる。
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【００４１】
　コントローラ／プロセッサ７５９は、図６に関して前に記述されたＬ２レイヤを実装す
る。ＵＬでは、コントロール／プロセッサ７５９は、コアネットワークからの上位レイヤ
パケットを復元するために、トランスポートチャネルと論理チャネルとの間での多重分離
と、パケット再統合と、復号と、ヘッダの復元と、制御信号処理とを行う。上位レイヤパ
ケットは、次いで、Ｌ２レイヤの上のすべてのプロトコルレイヤを表すデータシンク７６
２に与えられる。また、様々な制御信号がＬ３処理のためにデータシンク７６２に与えら
れ得る。コントローラ／プロセッサ７５９はまた、ＨＡＲＱ動作をサポートするために肯
定応答（ＡＣＫ）および／または否定応答（ＮＡＣＫ）プロトコルを使用した誤り検出に
関与する。
【００４２】
　ＵＬでは、データソース７６７は、コントローラ／プロセッサ７５９に上位レイヤパケ
ットを与えるために使用される。データソース７６７は、Ｌ２レイヤ（Ｌ２）の上のすべ
てプロトコルレイヤを表す。ｅＮＢ７１０によるＤＬ送信に関して記述された機能と同様
に、コントローラ／プロセッサ７５９は、ヘッダ圧縮と、暗号化と、パケットのセグメン
ト化および並べ替えと、ｅＮＢ７１０による無線リソース割振りに基づいた論理チャネル
とトランスポートチャネルとの間の多重化とを行うことによって、ユーザプレーンおよび
制御プレーンのためのＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロセッサ７５９はまた、
ＨＡＲＱ動作、紛失パケットの再送信、およびｅＮＢ７１０へのシグナリングに関与する
。
【００４３】
　ｅＮＢ７１０によって送信される基準信号またはフィードバックからの、チャネル推定
器７５８によって導出されるチャネル推定値は、適切な符号化および変調方式を選択する
ことと、空間処理を可能にすることとを行うために、ＴＸプロセッサ７６８によって使用
され得る。ＴＸプロセッサ７６８によって生成される空間ストリームは、別個の送信機７
５４ＴＸを介して異なるアンテナ７５２に与えられる。各送信機７５４ＴＸは、送信のた
めにそれぞれの空間ストリームでＲＦキャリアを変調する。
【００４４】
　ＵＬ送信は、ＵＥ７５０における受信機機能に関して記述された方法と同様の方法でｅ
ＮＢ７１０において処理される。各受信機７１８ＲＸは、それのそれぞれのアンテナ７２
０を通して信号を受信する。各受信機７１８ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調された情報を
復元し、ＲＸプロセッサ７７０に情報を与える。ＲＸプロセッサ７７０はＬ１レイヤを実
装する。
【００４５】
　コントローラ／プロセッサ７５９は、図６に関して前に記述されたＬ２レイヤを実装す
る。ＵＬでは、コントローラ／プロセッサ７５９は、ＵＥ７５０からの上位レイヤパケッ
トを復元するために、トランスポートチャネルと論理チャネルとの間の多重分離と、パケ
ット再統合と、復号と、ヘッダ復元と、制御信号処理とを行う。コントローラ／プロセッ
サ７７５からの上位レイヤパケットはコアネットワークに与えられ得る。コントローラ／
プロセッサ７５９はまた、ＨＡＲＱ動作をサポートするためにＡＣＫおよび／またはＮＡ
ＣＫプロトコルを使用した誤り検出に関与する。
【００４６】
　一構成では、図１に関して記述された処理システム１１４はｅＮＢ７１０を含む。特に
、処理システム１１４は、ＴＸプロセッサ７１６と、ＲＸプロセッサ７７０と、コントロ
ーラ／プロセッサ７７５とを含む。別の構成では、図１に関して記述された処理システム
１１４はＵＥ７５０を含む。特に、処理システム１１４は、ＴＸプロセッサ７６８と、Ｒ
Ｘプロセッサ７５６と、コントローラ／プロセッサ７５９とを含む。
【００４７】
　図８は、クロスキャリアスケジューリングを示す図８００である。図８に示すように、
ＵＥ８０４は、コンポーネントキャリアＣＣ１およびコンポーネントキャリアＣＣ２を含
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む複数のキャリア（すなわち、コンポーネントキャリア）上のｅＮｏｄｅＢ８０２と通信
する。コンポーネントキャリアは、ｅＮｏｄｅＢ８０２のサービングセルとも呼ばれるこ
ともある。したがって、コンポーネントキャリアＣＣ１はサービングセルと呼ばれること
があり、コンポーネントキャリアＣＣ２はサービングセルと呼ばれることがある。ｅＮｏ
ｄｅＢ８０２は、コンポーネントキャリアＣＣ１上でＰＤＣＣＨを送信するが、コンポー
ネントキャリアＣＣ２上ではＰＤＣＣＨを送信しない。したがって、コンポーネントキャ
リアＣＣ１上で伝送されるＰＤＣＣＨは、コンポーネントキャリアＣＣ１とコンポーネン
トキャリアＣＣ２の両方に関するスケジューリング情報を搬送する。コンポーネントキャ
リアＣＣ１は、それ自体をスケジューリングするので、一次キャリアまたはアンカーキャ
リアであり得る。一次キャリアまたは一次セルコンポーネントキャリアは、ｅＮｏｄｅＢ
８０２の一次セルと呼ばれることもある。スケジューリング情報には、物理ダウンリンク
共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）上でＵＥ８０４によって受信すべきトラフィックデータのＤ
Ｌグラントと、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）上でＵＥ８０４によって送
信すべきトラフィックデータのＵＬグラントが含まれる。ＰＤＣＣＨ上で搬送される情報
は、ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）と呼ばれる。ＰＤＣＣＨグラントがどちらのコンポ
ーネントキャリアに適用されるかについてＵＥ８０４にわかるように、ＤＣＩは、キャリ
アインジケータフィールド（ＣＩＦ）を含み得る。ＣＩＦは現在３ビットであり、したが
って、クロスキャリアスケジューリングは、５つのコンポーネントキャリアをサポートす
ることができ、理論的には最大で８つのコンポーネントキャリアと協働することができる
。しかしながら、他の例では、ＣＩＦは、３ビットよりも多いかまたは少ないビットを有
し得る。
【００４８】
　ＤＣＩにＣＩＦを含めるように構成することができる。たとえば、コンポーネントキャ
リアＣＣ１のＤＣＩは、ＰＤＣＣＨが共通の探索空間にある場合、ＣＩＦを含まないよう
に構成され得る。コンポーネントキャリアＣＣ１とコンポーネントキャリアＣＣ２の両方
のＤＣＩは、ＰＤＣＣＨがＵＥ固有の探索空間にある場合、ＣＩＦを含むように構成され
得る。各コンポーネントキャリア用のＣＩＦを含むためのＤＣＩの構成は、コンポーネン
トキャリア同士が同じＰＤＣＣＨフォーマットを使用するかそれとも異なるＰＤＣＣＨフ
ォーマットを使用するかとは無関係である。ＣＩＦを含むＤＣＩとＣＩＦを含まないＤＣ
Ｉがあるので、ＵＥは、ＰＤＣＣＨペイロードサイズを調べて、ＤＣＩがＣＩＦを含むか
どうかを決定する。ＰＤＣＣＨペイロードサイズは、送信モード、ｅＮｏｄｅＢ８０２に
おける送信アンテナの数（ＤＬ－ＭＩＭＯ）および／またはＵＥにおける送信アンテナの
数（ＵＬ－ＭＩＭＯ）、ＴＤＤシステムおよびＦＤＤシステム、ＤＣＩがＣＩＦを含むか
どうか、帯域幅などの関数である。したがって、コンポーネントキャリアＣＣ１のＣＩＦ
を含まないＰＤＣＣＨペイロードサイズは、コンポーネントキャリアＣＣ２のＣＩＦを含
む別のＰＤＣＣＨのペイロードサイズと同じであり得る。コンポーネントキャリアＣＣ１
とコンポーネントキャリアＣＣ２の両方のＰＤＣＣＨがＣＣ１およびＣＣ２上で送信され
るので、ＵＥ８０４は、ＰＤＣＣＨペイロードサイズのみに基づいてＰＤＣＣＨグラント
がコンポーネントキャリアＣＣ１（ＣＩＦを含まない）用のグラントであるかそれともコ
ンポーネントキャリアＣＣ２（ＣＩＦを含む）用のグラントであるかを判別できないこと
がある。
【００４９】
　たとえば、ｅＮｏｄｅＢ８０２が４本の送信アンテナによってコンポーネントキャリア
ＣＣ１を送信し、ｅＮｏｄｅＢ８０２が２本の送信アンテナによってコンポーネントキャ
リアＣＣ２を送信し、ＵＥ８０４が、コンポーネントキャリアＣＣ１とコンポーネントキ
ャリアＣＣ２両方の送信モード４向けに構成されている場合、ＣＩＦを含まないコンポー
ネントキャリアＣＣ１用のＰＤＣＣＨグラントは６２ビットであり、ＣＩＦを含まないコ
ンポーネントキャリアＣＣ２用のＰＤＣＣＨグラントは５９ビットである。コンポーネン
トキャリアＣＣ２用のＰＤＣＣＨグラントがＣＩＦを含む場合、コンポーネントキャリア
ＣＣ２用のＰＤＣＣＨグラントも６２ビットであり、したがって、どちらも６２ビットに
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等しいため、ＵＥ８０４は、ＰＤＣＣＨペイロードサイズのみに基づいてＰＤＣＣＨグラ
ントがどちらのコンポーネントキャリアに適用されるのかを区別することができない。
【００５０】
　図９は、クロスキャリアスケジューリングがあるときの潜在的なＰＤＣＣＨ混乱を示す
ための第１の図９００である。上記で説明したように、ＣＩＦが含まれるコンポーネント
キャリア用のＰＤＣＣＨグラントと含まれないコンポーネントキャリア用のＰＤＣＣＨグ
ラントがある一方で、ＰＤＣＣＨペイロードサイズが同じであるときにあいまいさが生じ
る。このあいまいさは、ＰＤＣＣＨペイロードが重なり合った探索空間内に配置されると
いう事実による。探索空間９０２内で、ＤＣＩは、共通の探索空間９０４内またはＵＥ固
有の探索空間９０６内に配置され得る。共通の探索空間９０４は、共通の探索空間９０４
の第１の制御チャネル要素（ＣＣＥ）インデックスｎCCEがＵＥ固有の探索空間９０６の
第１のＣＣＥインデックスｎCCEと等しいときにＵＥ固有の探索空間９０６と重なり合う
。ＰＤＣＣＨは１つまたは複数のＣＣＥ内で送信される。各ＣＣＩは、リソース要素群（
ＲＥＧ：Resource Element Group）として知られる４つの物理リソース要素の９つのセッ
トに相当する。複数の記号が各ＲＥＧにマップされる。ＣＣＥインデックスは、制御チャ
ネルデータが割り振られるＣＣＥ番号である。ＵＥがそのＰＤＣＣＨを見つけることがで
きるＣＣＥロケーションのセットを探索空間とみなすことができる。探索空間サイズはＰ
ＤＣＣＨフォーマットに基づいて異なる。ＵＥ固有の探索空間９０６は、各ＵＥ向けに個
別に構成された専用探索空間であり、一方、共通の探索空間９０４はすべてのＵＥ向けに
構成されている。
【００５１】
　ＰＤＣＣＨはブロードキャストまたはユニキャストであり得る。ＰＤＣＣＨがブロード
キャストである場合、ＰＤＣＣＨを共通の探索空間９０４内で送信しなければならない。
ＰＤＣＣＨがユニキャストであるとき、ＰＤＣＣＨは、共通の探索空間９０４内またはＵ
Ｅ固有の探索空間９０６内で送信され得る。図９に示すように、探索空間９０４、９０６
は場合によっては重なり合う。探索空間９０４、９０６が重なり合っていると（すなわち
、共通の探索空間９０４内の第１のＣＣＥインデックスｎCCEとＵＥ固有の探索空間９０
６内の第１のＣＣＥインデックスｎCCEとが同じであると）、ＰＤＣＣＨペイロードは重
なり合った空間９０８内に存在し、ＣＩＦを含まないコンポーネントキャリアＣＣ１用の
ＰＤＣＣＨペイロードは、ＣＩＦを含むコンポーネントキャリアＣＣ２用のＰＤＣＣＨペ
イロードと同じサイズであり、ＵＥ８０４は、ＰＤＣＣＨがどちらのコンポーネントキャ
リアに適用されるかを決定できないことがある。
【００５２】
　図１０は、クロスキャリアスケジューリングがあるときの潜在的なＰＤＣＣＨ混乱を示
すための第２の図１０００である。図１０に示すように、コンポーネントキャリアＣＣ１
用のＰＤＣＣＨは、共通の探索空間９０４内またはＵＥ固有の探索空間９０６内に存在し
得る。コンポーネントキャリアＣＣ１用のＰＤＣＣＨが共通の探索空間９０４に存在する
とき、ＰＤＣＣＨは、以前のＬＴＥ Ｒｅｌｅａｓｅとの後方互換性を維持するためにＣ
ＩＦを含まない（１００２）。理論的には、共通の探索空間９０４内で送信されるＰＤＣ
ＣＨは、ブロードキャスト用のＣＩＦではなくユニキャスト用のＣＩＦを含み得るが、共
通の探索空間９０４のサイズが大きくなり、ブラインドデコードの数が増大する。したが
って、共通の探索空間９０４内で送信されるＰＤＣＣＨは、ＣＩＦを含まない。
【００５３】
　コンポーネントキャリアＣＣ１用のＰＤＣＣＨがＵＥ固有の探索空間９０６内に存在す
るとき、ＰＤＣＣＨはＣＩＦを含み得る（１００４）。コンポーネントキャリアＣＣ２用
のＰＤＣＣＨは、共通の探索空間９０４内に存在せず（１００６）、ＵＥ固有の探索空間
９０６のみに存在する（１００８）。ＵＥ８０４にはどちらのコンポーネントキャリアも
ＣＩＦを含むことがわかっており、したがって、ＵＥ８０４は、ＤＣＩにＣＩＦが含まれ
ていると仮定し、ＣＩＦを調べて、どちらのコンポーネントキャリアがスケジューリング
されているかを決定するので、ＵＥ８０４は、ＰＤＣＣＨスケジューリング可能性１００
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４、１００８に関してＰＤＣＣＨがどちらのコンポーネントキャリアに適用されるかを決
定することができる。しかしながら、ＰＤＣＣＨスケジューリング可能性１００２、１０
０８に関して、ＵＥ８０４は、ＰＤＣＣＨペイロードサイズが同じであり、ＰＤＣＣＨペ
イロードが重なり合った探索空間９０８内に存在するときにＰＤＣＣＨがどちらのコンポ
ーネントキャリアに適用されるかを決定できないことがある。
【００５４】
　図１１は、潜在的なＰＤＣＣＨあいまいさを解決するための第１の例示的な方法を示す
ための図１１００である。一構成では、あいまいさは、コンポーネントキャリアＣＣ１の
ために共通の探索空間９０４内で送信されるＣＩＦを含まないＰＤＣＣＨにビットを付加
し（１１０２）かつ／またはコンポーネントキャリアＣＣ２のためにＵＥ固有の探索空間
９０６内で送信されるＣＩＦを含むＰＤＣＣＨにビットを付加する（１１０８）ことによ
って解決される。図１１に示すように、ＣＩＦを含まないＰＤＣＣＨにｘビットを付加し
得、ＣＩＦを含むＰＤＣＣＨにｙビットを付加し得る。一例では、あいまいさが存在しな
いとき、ｘ＝０およびｙ＝０であり、あいまいさが存在するとき、ｘ＝０およびｙ＝１で
あり、したがって、ＵＥ８０４があいまいさを解決するのを可能にするように、ＣＩＦを
含まないＰＤＣＣＨにはビットが付加されず（１１０２）、ＣＩＦを含むＰＤＣＣＨに１
ビットが付加される（１１０８）。ＰＤＣＣＨにＵＥ固有の探索空間内のＣＩＦをパディ
ングすると、ＵＥを以前のＬＴＥ Ｒｅｌｅａｓｅの下で動作させながら後方互換性を維
持できるようになるので好ましい場合がある。
【００５５】
　図１２は、潜在的なＰＤＣＣＨあいまいさを解決するための第２の例示的な方法を示す
ための図１２００である。図１２に示すように、ＰＤＣＣＨペイロード１２０２に基づい
て、巡回冗長検査（ＣＲＣ）ジェネレータ１２０４がパリティビット（たとえば、１６ビ
ット）のＣＲＣ１２０６を生成する。ＣＲＣ１２０６は、ＤＣＩメッセージのエラー検出
に使用される。無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）１２１０に基づいてＣＲＣ１２
０６にＣＲＣマスク１２０８が適用される。異なるＲＮＴＩを使用してＣＲＣをスクラン
ブルすることができる。たとえば、ＵＥ－ＲＮＴＩまたはセルＲＮＴＩ（Ｃ－ＲＮＴＩ）
のようなＵＥ固有の識別子を使用してＣＲＣ１２０６をスクランブルし得る。Ｃ－ＲＮＴ
Ｉは、ＵＥが特定のセル内に存在する間ＵＥによって使用される。第２の例示的な方法に
よれば、ＰＤＣＣＨあいまいさが存在するとき、ＣＲＣ１２０６は、ＰＤＣＣＨペイロー
ド１２０２にＣＩＦが含まれているかどうかに基づいてさらにスクランブルされる。した
がって、ＰＤＣＣＨを符号化する際に、ＲＮＴＩ１２１０の他に１つまたは複数のＣＩＦ
ビット１２１４に基づく追加のＣＲＣマスクをＣＲＣ１２０６に適用し得る。あるいは、
ＰＤＣＣＨあいまいさを解決するためにＲＮＴＩ１２１０と１つまたは複数のＣＩＦビッ
ト１２１４の両方に基づいて１つのＣＲＣマスクを適用し得る。１つまたは複数のＣＩＦ
ビットは、ＰＤＣＣＨペイロード内のどのＣＩＦにも関連付けられていないビットの第１
の所定のセットと、ＰＤＣＣＨペイロード内のＣＩＦに関連付けられているビットの第２
の所定のセットとを含む。ＣＲＣは、ＣＩＦがＰＤＣＣＨペイロードに含まれているかど
うかに基づいてビットの第１の所定のセットまたは第２の所定のセットによってスクラン
ブルされる。スクランブルされたＣＲＣ１２１２は、ＰＤＣＣＨペイロードの最後に付加
される。１つまたは複数のＣＩＦビットに基づく追加のＣＲＣマスクがある場合、ＵＥ８
０４は、ＲＮＴＩおよびビットの第１の所定のセットに基づいて受信されたＣＲＣを逆ス
クランブルして非ＣＩＦＣＲＣを作成し、ＲＮＴＩおよびビットの第２の所定のセットに
基づいて受信されたＣＲＣを逆スクランブルしてＣＩＦＣＲＣを作成し、受信されたＰＤ
ＣＣＨペイロードに基づいてＣＲＣを生成し、生成されたＣＲＣが非ＣＩＦＣＲＣに一致
するかそれともＣＩＦＣＲＣに一致するかを決定することによってＰＤＣＣＨペイロード
がＣＩＦを含むかどうかを決定することができる。
【００５６】
　図１３は、潜在的なＰＤＣＣＨあいまいさを解決するための第３の例示的な方法を示す
ための図１３００である。ＰＤＣＣＨペイロードを形成するために、ＤＣＩは、上記に図
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１２に関して記述されたＣＲＣアタッチメント、チャネルコーディング（すなわち、テー
ルバイティング（tail biting）畳み込みコーディング）、およびレートマッチングの各
ステップを含むコーディングを受ける。レートマッチングは、所望のコードレートを有す
る出力ストリームを作成する。畳み込みコーダからの３つのビットストリームは、仮想サ
ーキュラーバッファを作成するようにインタリーブされ、次いで連結される。第３の例示
的な方法によれば、ＰＤＣＣＨあいまいさが存在するとき、ＰＤＣＣＨに対するリソース
マッピングを適用する際の仮想サーキュラーバッファ内の開始点が、ＣＩＦを含むＰＤＣ
ＣＨとＣＩＦを含まないＰＤＣＣＨとで異なるようにレートマッチングにＣＩＦ固有のシ
フトが適用される。たとえば、ｅＮｏｄｅＢ８０２は、ＣＩＦを含まないＰＤＣＣＨに開
始点ｗ0を使用し、ＣＩＦを含むＰＤＣＣＨに開始点ｗn（ｎ＞０）を使用し得る。コンポ
ーネントキャリアＣＣ１、ＣＣ２にそれぞれの異なる所定の開始点を用いると、ＵＥ８０
４は、ＵＥ８０４が誤った開始点を仮定または利用した場合、ＵＥ８０４が受信されたＰ
ＤＣＣＨを適切に復号できなくなるので、ＰＤＣＣＨがどちらのコンポーネントキャリア
に適用されるかを決定することができる。
【００５７】
　図１４は、潜在的なＰＤＣＣＨあいまいさを解決するための第４の例示的な方法を示す
ための図１４００である。図１４に示すように、第４の例示的な方法では、ＣＩＦは常に
ＰＤＣＣＨに含まれる。常にＣＩＦを含むことは、ＵＥ８０４にはＣＩＦがＤＣＩに含ま
れていることが常にわかり、ＣＩＦを調べてＤＣＩのグラントによってどちらのコンポー
ネントキャリアがスケジューリングされるかを決定することができるため、あいまいさを
取り除くであろう。ＰＤＣＣＨあいまいさを有することがないＤＣＩフォーマットがある
場合、ＣＩＦは常に、ＰＤＣＣＨあいまいさを有するＤＣＩフォーマットにのみ含まれ得
る。
【００５８】
　図１５は、潜在的なＰＤＣＣＨあいまいさを解決するための第５の例示的な方法を示す
ための図１５００である。第５の例示的な方法によれば、ＰＤＣＣＨあいまいさが存在す
るとき、ＵＥ８０４は、ＰＤＣＣＨはＣＩＦを含まないと仮定する。ＣＩＦを含まないＰ
ＤＣＣＨは、同じコンポーネントキャリア（たとえば、一次／アンカーキャリア、一次セ
ル）をスケジューリングする。したがって、ｅＮｏｄｅＢ８０２は、あいまいさが存在す
る可能性があるときは常に一次キャリア用のＰＤＳＣＨ／ＰＵＳＣＨをスケジューリング
すべきである。２つのコンポーネントキャリア間で重なり合った探索空間が存在しないと
き、ＰＤＣＣＨあいまいさは存在しないと考えられる。しかしながら、探索空間が重なり
合っているときは、他のコンポーネントキャリアのスケジューリングが制限される。した
がって、ＰＤＣＣＨあいまいさが存在し（すなわち、ＰＤＣＣＨペイロードが重なり合っ
た探索空間内に存在し、ＰＤＣＣＨペイロード同士が同じサイズであり）、かつｅＮｏｄ
ｅＢ８０２がコンポーネントキャリアＣＣ１用のＣＩＦを含まないＰＤＣＣＨをＵＥ８０
４に送信した場合（１５０２）、ＵＥ８０２は、ＰＤＣＣＨがＣＩＦを含まず、かつＰＤ
ＣＣＨはアンカーコンポーネントキャリアＣＣ１用のＰＤＣＣＨであると仮定する。さら
に、ＰＤＣＣＨあいまいさが存在し、かつｅＮｏｄｅＢ８０２がコンポーネントキャリア
ＣＣ２用のＣＩＦを含むＰＤＣＣＨをＵＥ８０４に送信した場合（１５０８）、ＵＥ８０
２は、ＰＤＣＣＨがＣＩＦを含まず、かつＰＤＣＣＨはコンポーネントキャリアＣＣ１用
のＰＤＣＣＨであると仮定する。そのような状況では、ＵＥ８０４は、受信されたＰＤＣ
ＣＨを適切に復号することができない。したがって、この方法によれば、ＰＤＣＣＨあい
まいさが存在する可能性がある場合、ｅＮｏｄｅＢ８０２は、コンポーネントキャリアＣ
Ｃ２をスケジューリングすべきではなく、アンカーコンポーネントキャリアＣＣ１のみを
スケジューリングすべきである。
【００５９】
　したがって、第５の例示的な方法によれば、ＵＥは、所与のサービングセル（たとえば
、コンポーネントキャリアＣＣ２）用のＣＩＦを含むように構成され得る。また、ＵＥは
、一次セル（たとえば、コンポーネントキャリアＣＣ１）内のＰＤＣＣＨ候補を監視する
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ように構成され得る。ＵＥは、共通のペイロードサイズを有するＰＤＣＣＨおよび重なり
合った探索空間内で情報を受信したときに（すなわち、共通の探索空間とＵＥ固有の探索
空間内で同じ第１のＣＣＥインデックスｎCCEを受信したときに）、共通の探索空間内の
ＰＤＣＣＨは一次セル用の（または一次セルによって送信される）ＰＤＣＣＨであると仮
定する。一構成では、ＵＥは、Ｃ－ＲＮＴＩによってスクランブルされたＣＲＣが情報に
含まれるときにのみ共通のペイロードサイズを有する重なり合った探索空間内のＰＤＣＣ
Ｈは一次セル用のＰＤＣＣＨであると仮定する。そのような構成では、Ｃ－ＲＮＴＩ以外
の他のＲＮＴＩによってスクランブルされたＣＲＣが情報に含まれるときには、ＰＤＣＣ
Ｈあいまいさは存在せず、ＵＥがそのような仮定をする必要はない。
【００６０】
　図１６は、ワイヤレス通信の第１の方法のフローチャート１６００である。この方法は
、ｅＮｏｄｅＢ８０２などのｅＮｏｄｅＢによって実行される。この方法によれば、ｅＮ
ｏｄｅＢ８０２は、複数のコンポーネントキャリアを用いてＵＥ８０４などのＵＥを設定
する（１６０２）。また、ｅＮｏｄｅＢは、ＵＥが、複数のコンポーネントキャリアのう
ちのあるコンポーネントキャリア上で送信されるグラントにＣＩＦが含まれているかどう
かを判別できないときを決定する（１６０４）。さらに、ｅＮｏｄｅＢは、判別できない
ことが決定されたときはいつでもこのコンポーネントキャリアのみをグラントによってス
ケジューリングする（１６０６）。ｅＮｏｄｅＢは、このコンポーネントキャリア上のＰ
ＤＣＣＨ内でグラントを送信し得る（１６０８）。このコンポーネントキャリアは一次コ
ンポーネントキャリアであり得る。ＬＴＥ Ｒｅｌｅａｓｅ １０には、１つの一次コンポ
ーネントキャリアのみが存在する。残りのコンポーネントキャリアは二次コンポーネント
キャリアである。たとえば、コンポーネントキャリアＣＣ１は、それ自体およびコンポー
ネントキャリアＣＣ２用のＰＤＣＣＨを搬送し得、コンポーネントキャリアＣＣ３は、そ
れ自体およびコンポーネントキャリアＣＣ４用のＰＤＣＣＨを搬送し得る。コンポーネン
トキャリアＣＣ１が一次コンポーネントキャリアである場合、コンポーネントキャリアＣ
Ｃ２、ＣＣ３、およびＣＣ４は二次コンポーネントキャリアである。一構成では、複数の
コンポーネントキャリアには一次コンポーネントキャリアおよび少なくとも１つの二次コ
ンポーネントキャリアが含まれ、ＣＩＦは、グラントが適用される複数のコンポーネント
キャリアのうちの１つのコンポーネントキャリアを示す。一構成では、グラントは、ＰＵ
ＳＣＨ内でトラフィックデータを送信するようにＵＥをスケジューリングするＵＬグラン
トまたはＰＤＳＣＨ内でトラフィックデータを受信するようにＵＥをスケジューリングす
るＤＬグラントの１つである。一構成では、グラントが共通の探索空間とＵＥ固有の探索
空間の重なり合った探索空間内に配置され、かつグラントを受信するＵＥが、グラントの
ペイロードサイズに基づいてＣＩＦがグラントに含まれているかどうかを判別できないと
きには、このコンポーネントキャリアのみがスケジューリングされる。
【００６１】
　図１７は、ワイヤレス通信の第２の方法のフローチャート１７００である。この方法は
、ＵＥ８０４などのＵＥによって実行される。この方法によれば、ＵＥは、複数のコンポ
ーネントキャリアのうちのあるコンポーネントキャリア上でグラントを受信する（１７０
２）。このグラントは、ＵＥがグラントにＣＩＦが含まれているかどうかを判別できない
ときにこのコンポーネントキャリアのみをスケジューリングする（１７０２）。また、Ｕ
Ｅは、グラントに基づいてｅＮｏｄｅＢと通信する（１７０４）。一構成では、グラント
はＰＤＣＣＨ内で受信される。一構成では、このコンポーネントキャリアは一次コンポー
ネントキャリアである。一構成では、複数のコンポーネントキャリアには一次コンポーネ
ントキャリアおよび少なくとも１つの二次コンポーネントキャリアが含まれ、ＣＩＦは、
グラントが適用される複数のコンポーネントキャリアのうちの１つのコンポーネントキャ
リアを示す。一構成では、グラントは、グラントに付加されたＣＲＣがＣ－ＲＮＴＩによ
ってスクランブルされているときにかぎりこのコンポーネントキャリアのみをスケジュー
リングする。一構成では、グラントは、ＰＵＳＣＨ内でトラフィックデータを送信するよ
うにＵＥをスケジューリングするＵＬグラントまたはＰＤＳＣＨ内でトラフィックデータ
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を受信するようにＵＥをスケジューリングするＤＬグラントの１つである。一構成では、
グラントは、グラントが共通の探索空間とＵＥ固有の探索空間の重なり合った探索空間内
で受信され、かつグラントを受信するＵＥが、グラントのペイロードサイズに基づいてＣ
ＩＦがグラントに含まれているかどうかを判別できないときには、このコンポーネントキ
ャリアのみをスケジューリングする。
【００６２】
　図１８は、ワイヤレス通信の第３の方法のフローチャート１８００である。この方法は
、ｅＮｏｄｅＢ８０２などのｅＮｏｄｅＢによって実行される。この方法によれば、ｅＮ
ｏｄｅＢ８０２は、複数のコンポーネントキャリアを用いてＵＥ８０４などのＵＥを設定
する（１８０２）。また、ｅＮｏｄｅＢは、ＵＥがグラントにＣＩＦが含まれているかど
うかを判別できないときを決定する（１８０４）。さらに、ｅＮｏｄｅＢは、ＵＥがグラ
ントにＣＩＦが含まれているかどうかを判別できないときにＣＩＦがグラントに含まれて
いるかどうかをＵＥに示すためにグラントを修正する（１８０６）。ｅＮｏｄｅＢは、Ｐ
ＤＣＣＨ内でグラントを送信し得る（１８０８）。一構成では、グラントは、複数のコン
ポーネントキャリアのうちの一次コンポーネントキャリア内で送信され、複数のコンポー
ネントキャリアには、一次コンポーネントキャリアおよび少なくとも１つの二次コンポー
ネントキャリアが含まれ、ＣＩＦは、グラントが適用される複数のコンポーネントキャリ
アのうちの１つのコンポーネントキャリアを示す。一構成では、グラントは、ＰＵＳＣＨ
内でトラフィックデータを送信するようにＵＥをスケジューリングするＵＬグラントまた
はＰＤＳＣＨ内でトラフィックデータを受信するようにＵＥをスケジューリングするＤＬ
グラントの１つである。
【００６３】
　図１９は、ワイヤレス通信の第３の方法の第２のフローチャート１９００である。この
方法は、ｅＮｏｄｅＢ８０２などのｅＮｏｄｅＢによって実行される。第１の構成では、
ｅＮｏｄｅＢはグラントに少なくとも１つの追加のビットをパディングする（１９０２）
。グラントには、グラントが二次コンポーネントキャリア用のＵＥ固有の探索空間内で送
信されるときにのみ少なくとも１つの追加のビットがパディングされる。第２の構成では
、ｅＮｏｄｅＢは、グラントを含むＤＣＩに基づいてＣＲＣを決定する（１９０４）。そ
のような構成では、ｅＮｏｄｅＢは、ＣＩＦがグラントに含まれているかどうかに部分的
に基づいてＣＲＣをスクランブルする（１９０６）。第３の構成では、ｅＮｏｄｅＢは、
送信される出力ビットストリームを作成するためにレートマッチングを行う（１９０８）
。このような構成では、ｅＮｏｄｅＢは、ＣＩＦを含むグラントに対してリソースマッピ
ングを適用するときとＣＩＦを含まないグラントに対してリソースマッピングを適用する
ときとで仮想サーキュラーバッファ内の開始点が異なるようにレートマッチングにシフト
を適用する（１９１０）。第４の構成では、ｅＮｏｄｅＢは、グラントが共通の探索空間
とＵＥ固有の探索空間の重なり合った探索空間内に配置され、かつグラントを受信するＵ
Ｅが、グラントのペイロードサイズに基づいてＣＩＦがグラントに含まれているかどうか
を判別できないときに、グラントにＣＩＦを含む（１９１２）。
【００６４】
　図２０は、ワイヤレス通信の第４の方法のフローチャートである。この方法は、ＵＥ８
０４などのＵＥによって実行される。ＵＥは、複数のコンポーネントキャリアのうちの１
つのコンポーネントキャリア用のグラントを含むＤＣＩを受信する（２００２）。グラン
トは、ＵＥがＣＩＦにグラントが含まれているかどうかを判別できないときにＣＩＦが含
まれているかどうかを示すために修正される（２００２）。また、ＵＥは、グラントに対
する修正に基づいてＣＩＦがグラントに含まれているかどうかを決定する（２００４）。
一構成では、グラントはＰＤＣＣＨ内で受信される。一構成では、グラントは、複数のコ
ンポーネントキャリアのうちの一次コンポーネントキャリア内で送信され、複数のコンポ
ーネントキャリアには、一次コンポーネントキャリアおよび少なくとも１つの二次コンポ
ーネントキャリアが含まれ、ＣＩＦは、グラントが適用される複数のコンポーネントキャ
リアのうちの１つのコンポーネントキャリアを示す。一構成では、グラントは、ＰＵＳＣ
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Ｈ内でトラフィックデータを送信するようにＵＥをスケジューリングするＵＬグラントま
たはＰＤＳＣＨ内でトラフィックデータを受信するようにＵＥをスケジューリングするＤ
Ｌグラントの１つである。一構成では、ＵＥは、グラントに含まれるパディングに基づい
てＣＩＦがグラントに含まれているかどうかを決定する。グラントには、グラントが二次
コンポーネントキャリア用のＵＥ固有の探索空間内で受信されるときにのみ少なくとも１
つの追加のビットがパディングされ得る。一構成では、グラントは、グラントが共通の探
索空間とＵＥ固有の探索空間の重なり合った探索空間内で受信され、かつＵＥが、グラン
トのペイロードサイズに基づいてＣＩＦがグラントに含まれているかどうかを判別できな
いときには、常にＣＩＦを含む。
【００６５】
　図２１は、ワイヤレス通信の第４の方法の第２のフローチャートである。この方法は、
ＵＥ８０４などのＵＥによって実行される。この方法によれば、ＵＥは受信されたＤＣＩ
のＣＲＣを生成する（２１０２）。また、ＵＥは、グラント内のＣＩＦの有無に関連する
ビットの２つの所定のセットのうちの少なくとも一方に基づいてＤＣＩとともに受信され
たＣＲＣを逆スクランブルする（２１０４）。さらに、ＵＥは、生成されたＣＲＣと逆ス
クランブルされたＣＲＣを比較して、ＣＩＦがグラントに含まれているかどうかを決定す
る（２１０６）。
【００６６】
　図２２は、ワイヤレス通信の第４の方法の第３のフローチャートである。この方法は、
ＵＥ８０４などのＵＥによって実行される。この方法によれば、ＵＥは、ＣＩＦがＤＣＩ
に存在しないことに関連するビットの第１のセットに基づいてＤＣＩとともに受信された
ＣＲＣを逆スクランブルして逆スクランブルされた第１のＣＲＣを作成し（２２０２）、
ＣＩＦがＤＣＩに存在することに関連するビットの第２のセットに基づいてＤＣＩととも
に受信されたＣＲＣを逆スクランブルして逆スクランブルされた第２のＣＲＣを作成する
（２２０４）ことによってＣＲＣを逆スクランブルする。次いで、ＵＥは、生成されたＣ
ＲＣが、逆スクランブルされた第１のＣＲＣに一致するかそれとも逆スクランブルされた
第２のＣＲＣに一致するかに基づいて、グラントがＣＩＦを含むかどうかを決定する（２
２０６）。
【００６７】
　図２３は、ワイヤレス通信の第４の方法の第４のフローチャートである。この方法は、
ＵＥ８０４などのＵＥによって実行される。この方法によれば、ＵＥは、複数のコンポー
ネントキャリアのうちの１つのコンポーネントキャリア用のグラントを含むＤＣＩを受信
する（２３０２）。グラントは、グラントがＣＩＦを含むかどうかをＵＥが判別できない
ときにＣＩＦが含まれているかどうかを示すために修正される（２３０２）。また、ＵＥ
は、レートマッチング時に適用された仮想サーキュラーバッファ内の複数の所定の開始点
の各々に基づいて受信されたＤＣＩを復号する（２３０４）。さらに、ＵＥは、受信され
たＤＣＩが適切に復号されたかどうかに基づいてＣＩＦがグラントに含まれているかどう
かを決定する（２３０６）。複数の所定の開始点には、ＣＩＦがグラントに含まれている
ときに利用される第１の開始点、およびＣＩＦがグラントに含まれていないときに利用さ
れる、第１の開始点とは異なる第２の開始点が含まれ得る。
【００６８】
　図２４は、ワイヤレス通信の別の方法のフローチャートである。この方法は、ＵＥ８０
４などのＵＥによって実行される。この方法によれば、ＵＥは、複数のサービングセルの
うちのあるサービングセル用のＣＩＦを受信するための構成を受信する（２４０２）。ま
た、ＵＥは複数のサービングセルのうちの一次セル上でＰＤＣＣＨを監視する（２４０４
）。この一次セルは上記のサービングセルとは異なる（２４０４）。さらに、ＰＤＣＣＨ
内で受信された情報が、共通のペイロードサイズを有し、かつ、共通の探索空間の第１の
ＣＣＥインデックス／共通の探索空間内の第１のＣＣＥインデックスがＵＥ固有の探索空
間の第１のＣＣＥインデックス／ＵＥ固有の探索空間内の第１のＣＣＥインデックスと等
しい共通の探索空間内に存在するとき、受信された情報は一次セル用の情報である、とＵ
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Ｅは仮定する（２４０６）。共通のペイロードサイズは、情報がサービングセル用の情報
であるか上記の一次セル用の情報であると仮定されるかにかかわらず等しいペイロードサ
イズである。したがって、共通のペイロードサイズは、受信された情報がＣＩＦを含み、
かつサービングセル用の情報であると仮定すると受信された情報のペイロードサイズに等
しく、情報がＣＩＦを含まず、かつ一次セル用の情報であると仮定すると、受信された情
報のペイロードサイズに等しい。上記で説明したように、ＰＤＣＣＨ内で受信された情報
は、その情報がＣ－ＲＮＴＩによってスクランブルされたＣＲＣを含むときにのみ一次セ
ル用の情報であると仮定され得る。
【００６９】
　したがって、所与のサービングセル用のＣＩＦを含むように構成されるとともに、Ｃ－
ＲＮＴＩによってスクランブルされたＣＲＣ、共通のペイロードサイズサイズ、および共
通の探索空間とＵＥ固有の探索空間内で同じ第１のＣＣＥインデックスｎCCEを有するＰ
ＤＣＣＨ候補を監視するように構成されたＵＥは、共通の探索空間内のＰＤＣＣＨのみが
一次セルによって（すなわち、一次セルのために）送信されると仮定し得る。
【００７０】
　図２５は、例示的なｅＮｏｄｅＢ装置１００の機能を示す概念ブロック図２５００であ
る。装置１００は、複数のコンポーネントキャリアを用いてＵＥを設定するモジュール２
５０２を含む。また、装置１００は、ＵＥが、複数のコンポーネントキャリアのうちのあ
るコンポーネントキャリア上で送信されるグラントにＣＩＦが含まれているかどうかを判
別できないときを決定するモジュール２５０４を含む。さらに、装置１００は、ｅＮｏｄ
ｅＢは、判別できないことが決定されたときはいつでもこのコンポーネントキャリアのみ
をグラントによってスケジューリングするモジュール２５０６を含む。装置１００は、図
２５には含まれていないが上述の図１６のフローチャートに含まれているステップの各々
を実行する追加のモジュールを含み得る。したがって、上述の図１６のフローチャート内
の各ステップは、１つのモジュールによって実行され得、装置１００は、それらのモジュ
ールのうちの１つまたは複数を含み得る。
【００７１】
　図２６は、別の例示的なＵＥ装置１００の機能を示す概念ブロック図２６００である。
装置１００は、複数のコンポーネントキャリアのうちのあるコンポーネントキャリア上で
グラントを受信するモジュール２６０２を含む。このグラントは、ＵＥがグラントにＣＩ
Ｆが含まれているかどうかを判別できないときにこのコンポーネントキャリアのみをスケ
ジューリングする。また、この装置１００は、グラントに基づいてｅＮｏｄｅＢと通信す
るモジュール２６０４を含む。
【００７２】
　図２７は、別の例示的なｅＮｏｄｅＢ装置１００の機能を示す概念ブロック図２７００
である。装置１００は、複数のコンポーネントキャリアを用いてＵＥを設定するモジュー
ル２７０２を含む。また、装置１００は、ＵＥが、グラントにＣＩＦが含まれているかど
うかを判別できないときを決定するモジュール２７０４を含む。さらに、装置１００は、
ＵＥがグラントにＣＩＦが含まれているかどうかを判別できないときにＣＩＦがグラント
に含まれているかどうかをＵＥに示すためにグラントを修正するモジュール２７０６を含
む。装置１００は、図２７には含まれていないが上述の図１８および図１９のフローチャ
ートに含まれているステップの各々を実行する追加のモジュールを含み得る。したがって
、上述の図１８および図１９のフローチャート内の各ステップは、１つのモジュールによ
って実行され得、装置１００は、それらのモジュールのうちの１つまたは複数を含み得る
。
【００７３】
　図２８は、別の例示的なＵＥ装置１００の機能を示す概念ブロック図２８００である。
装置１００は、複数のコンポーネントキャリアのうちのあるコンポーネントキャリア用の
グラントを含むＤＣＩを受信するモジュール２８０２を含む。グラントは、グラントがＣ
ＩＦを含むかどうかをＵＥが判別できないときにＣＩＦが含まれているかどうかを示すた
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めに修正される。また、装置１００は、グラントに対する修正に基づいてＣＩＦがグラン
トに含まれているかどうかを決定するモジュール２８０４を含む。装置１００は、図２８
には含まれていないが上述の図２０～図２３のフローチャートに含まれているステップの
各々を実行する追加のモジュールを含み得る。したがって、上述の図２０～図２３のフロ
ーチャート内の各ステップは、１つのモジュールによって実行され得、装置１００は、そ
れらのモジュールのうちの１つまたは複数を含み得る。
【００７４】
　図２９は、別の例示的なＵＥ装置１００の機能を示す概念ブロック図２８００である。
装置１００は、複数のサービングセルのうちのあるサービングセル用のＣＩＦを受信する
ための構成を受信するモジュール２９０２を含む。また、装置１００は、複数のサービン
グセルのうちの一次セル上でＰＤＣＣＨを監視するモジュール２９０４を含む。この一次
セルは上記のサービングセルとは異なる。さらに、装置１００は、ＰＤＣＣＨ内で受信さ
れた情報が、共通のペイロードサイズを有し、かつ、共通の探索空間の第１のＣＣＥイン
デックスがＵＥ固有の探索空間の第１のＣＣＥインデックスと等しい共通の探索空間内に
存在するときに、受信された情報は一次セル用の情報であると仮定するモジュール２９０
６を含む。共通のペイロードサイズは、情報がサービングセル用の情報であるか一次セル
用の情報であると仮定されるかにかかわらず等しいペイロードサイズである。したがって
、共通のペイロードサイズは、受信された情報がＣＩＦを含み、かつサービングセル用の
情報であると仮定すると受信された情報のペイロードサイズに等しく、情報がＣＩＦを含
まず、かつ一次セル用の情報であると仮定すると、受信された情報のペイロードサイズに
等しい。上記で説明したように、ＰＤＣＣＨ内で受信された情報は、その情報がＣ－ＲＮ
ＴＩによってスクランブルされたＣＲＣを含むときにのみ一次セル用の情報であると仮定
され得る。
【００７５】
　図１および図７を参照すると、一構成では、ワイヤレス通信用の装置１００は、ｅＮｏ
ｄｅＢ８０２などのｅＮｏｄｅＢであり、複数のコンポーネントキャリアを用いてＵＥを
設定するための手段と、ＵＥが、複数のコンポーネントキャリアのうちのあるコンポーネ
ントキャリア上で送信されるグラントにＣＩＦが含まれているかどうかを判別できないと
きを決定するための手段と、判別できないことが決定されたときはいつでもグラントによ
ってこのコンポーネントキャリアのみをスケジューリングするための手段とを含む。装置
１００は、このコンポーネントキャリア上のＰＤＣＣＨ内でグラントを送信するための手
段をさらに含み得る。上述の手段は、上述の手段によって記載された機能を実行するよう
に構成された処理システム１１４である。上記で説明したように、処理システム１１４は
、ＴＸプロセッサ７１６と、ＲＸプロセッサ７７０と、コントローラ／プロセッサ７７５
とを含む。したがって、一構成では、上述の手段は、上述の手段によって記載された機能
を実行するように構成されたＴＸプロセッサ７１６と、ＲＸプロセッサ７７０および／ま
たは、コントローラ／プロセッサ７７５とであり得る。
【００７６】
　一構成では、ワイヤレス通信用の装置１００は、ＵＥ８０４などのＵＥであり、複数の
コンポーネントキャリアのうちのあるコンポーネントキャリア上でグラントを受信するた
めの手段と、グラントに基づいてｅＮｏｄｅＢと通信するための手段とを含む。このグラ
ントは、装置がグラントにＣＩＦが含まれているかどうかを判別できないときにこのコン
ポーネントキャリアのみをスケジューリングする。上述の手段は、上述の手段によって記
載された機能を実行するように構成された処理システム１１４である。上記で説明したよ
うに、処理システム１１４は、ＴＸプロセッサ７６８と、ＲＸプロセッサ７５６と、コン
トローラ／プロセッサ７５９とを含む。したがって、一構成では、上述の手段は、上述の
手段によって記載された機能を実行するように構成されたＴＸプロセッサ７６８および／
または、ＲＸプロセッサ７５６と、コントローラ／プロセッサ７５９とであり得る。
【００７７】
　一構成では、ワイヤレス通信用の装置１００は、ｅＮｏｄｅＢ８０２などのｅＮｏｄｅ
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Ｂであり、複数のコンポーネントキャリアを用いてＵＥを設定するための手段と、ＵＥが
グラントにＣＩＦが含まれているかどうかを判別できないときを決定するための手段と、
ＵＥがグラントにＣＩＦが含まれているかどうかを判別できないときにＣＩＦがグラント
に含まれているかどうかをＵＥに示すためにグラントを修正するための手段とを含む。装
置１００は、ＰＤＣＣＨ内でグラントを送信するための手段をさらに含み得る。装置１０
０は、グラントを含むＤＣＩに基づいてＣＲＣを決定するための手段をさらに含み得る。
そのような構成では、修正のための手段は、ＣＩＦがグラントに含まれているかどうかに
部分的に基づいてＣＲＣをスクランブルする。装置１００は、送信される出力ビットスト
リームを作成するためにレートマッチングを行うための手段をさらに含み得る。このよう
な構成では、修正するための手段は、ＣＩＦを含むグラントに対してリソースマッピング
を適用するときとＣＩＦを含まないグラントに対してリソースマッピングを適用するとき
とで仮想サーキュラーバッファ内の開始点が異なるようにレートマッチングにシフトを適
用する。上述の手段は、上述の手段によって記載された機能を実行するように構成された
処理システム１１４である。上記で説明したように、処理システム１１４は、ＴＸプロセ
ッサ７１６と、ＲＸプロセッサ７７０と、コントローラ／プロセッサ７７５とを含む。し
たがって、一構成では、上述の手段は、上述の手段によって記載された機能を実行するよ
うに構成されたＴＸプロセッサ７１６と、ＲＸプロセッサ７７０および／または、コント
ローラ／プロセッサ７７５とであり得る。
【００７８】
　一構成では、ワイヤレス通信用の装置１００は、ＵＥ８０４などのＵＥであり、複数の
コンポーネントキャリアのうちの１つのコンポーネントキャリア用のグラントを含むＤＣ
Ｉを受信するための手段を含む。グラントは、グラントがＣＩＦを含むかどうかを装置が
判別できないときにＣＩＦが含まれているかどうかを示すために修正される。装置１００
は、グラントに対する修正に基づいてＣＩＦがグラントに含まれているかどうかを決定す
るための手段をさらに含む。装置１００は、受信されたＤＣＩのＣＲＣを生成するための
手段と、グラント内のＣＩＦの有無に関連するビットの２つの所定のセットのうちの少な
くとも１つのセットに基づいてＤＣＩとともに受信されたＣＲＣを逆スクランブルするた
めの手段と、生成されたＣＲＣと逆スクランブルされたＣＲＣを比較してグラントにＣＩ
Ｆが含まれているかどうかを決定するための手段とをさらに含み得る。一構成では、ＣＲ
Ｃを逆スクランブルする手段は、ＣＩＦがＤＣＩに存在しないことに関連するビットの第
１のセットに基づいてＤＣＩとともに受信されたＣＲＣを逆スクランブルして逆スクラン
ブルされた第１のＣＲＣを作成するための手段と、ＣＩＦがＤＣＩに存在することに関連
するビットの第２のセットに基づいてＤＣＩとともに受信されたＣＲＣを逆スクランブル
して逆スクランブルされた第２のＣＲＣを作成するための手段とを含む。そのような構成
では、装置１００は、生成されたＣＲＣが、逆スクランブルされた第１のＣＲＣに一致す
るかそれとも逆スクランブルされた第２のＣＲＣに一致するかに基づいて、グラントがＣ
ＩＦを含むかどうかを決定するための手段をさらに含む。装置１００は、レートマッチン
グ時に適用された仮想サーキュラーバッファ内の複数の所定の開始点の各々に基づいて受
信されたＤＣＩを復号するための手段をさらに含み得る。そのような構成では、ＣＩＦが
グラントに含まれているかどうかを決定するための手段は、受信されたＤＣＩが適切に復
号されたかどうかに基づく。上述の手段は、上述の手段によって記載された機能を実行す
るように構成された処理システム１１４である。上記で説明したように、処理システム１
１４は、ＴＸプロセッサ７６８と、ＲＸプロセッサ７５６と、コントローラ／プロセッサ
７５９とを含む。したがって、一構成では、上述の手段は、上述の手段によって記載され
た機能を実行するように構成されたＴＸプロセッサ７６８と、ＲＸプロセッサ７５６およ
び／または、コントローラ／プロセッサ７５９とであり得る。
【００７９】
　一構成では、ワイヤレス通信用の装置１００は、ＵＥ８０４などのＵＥであり、複数の
サービングセルのうちの１つのサービングセル用のＣＩＦを受信するための構成を受信す
るための手段を含む。また、装置１００は、複数のサービングセルのうちの一次セル上で
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ＰＤＣＣＨを監視するための手段を含む。この一次セルは上記のサービングセルとは異な
る。さらに、装置１００は、ＰＤＣＣＨ内で受信された情報が、共通のペイロードサイズ
を有し、かつ、共通の探索空間の第１のＣＣＥインデックスがＵＥ固有の探索空間の第１
のＣＣＥインデックスと等しい共通の探索空間内に存在するときに、受信された情報は一
次セル用の情報であると仮定するための手段を含む。上述の手段は、上述の手段によって
記載された機能を実行するように構成された処理システム１１４である。上記で説明した
ように、処理システム１１４は、ＴＸプロセッサ７６８と、ＲＸプロセッサ７５６と、コ
ントローラ／プロセッサ７５９とを含む。したがって、一構成では、上述の手段は、上述
の手段によって記載された機能を実行するように構成されたＴＸプロセッサ７６８と、Ｒ
Ｘプロセッサ７５６および／または、コントローラ／プロセッサ７５９とであり得る。
【００８０】
　開示したプロセスにおけるステップの特定の順序または階層は、例示的な手法の一例で
あることを理解されたい。設計上の選好に基づいて、プロセスにおける各ステップの特定
の順序または階層は並べ替えることができることを理解されたい。添付の方法クレームは
、様々なステップの要素を例示的な順序で提示したものであり、提示された特定の順序ま
たは階層に限定されるものではない。
【００８１】
　以上の記述は、当業者が本明細書で記述された様々な態様を実行できるようにするため
に提供したものである。これらの態様に対する様々な変更は当業者には容易に明らかであ
り、本明細書で定義された一般的原理は他の態様に適用することができる。したがって、
特許請求の範囲は、本明細書に示された態様に限定されるものではなく、文言によるクレ
ームに矛盾しない最大限の範囲を与えられるべきであり、単数形の要素への言及は、明確
にそう明記されていない限り、「１つ及びただ１つの」を意味するものではなく、「１つ
または複数の」を意味するものである。別段に明記されていない限り、「いくつかの」と
いう語は「１つまたは複数の」を表す。当業者に知られている、または後に知られること
になる、本開示全体にわたって記述された様々な態様の要素のすべての構造的および機能
的均等物は、参照により本明細書に明白に組み込まれ、特許請求の範囲に包含されるもの
である。さらに、本明細書に開示したいかなることも、そのような開示が特許請求の範囲
に明示的に記載されているかどうかにかかわらず、公に供するものではない。いかなるク
レーム要素も、その要素が「手段」という語句を使用して明白に記載されていない限り、
または方法クレームの場合には、その要素が「ステップ」という語句を使用して記載され
ていない限り、米国特許法第１１２条第６項の規定に基づいて解釈されるべきではない。
　以下に本件出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　［１］　ワイヤレス通信の方法であって、
　複数のコンポーネントキャリアを用いてユーザ機器（ＵＥ）を設定することと、
　前記ＵＥが、前記複数のコンポーネントキャリアのうちのあるコンポーネントキャリア
上で送信されるグラントにキャリアインジケータフィールド（ＣＩＦ）が含まれているか
どうかを判別できないときを決定することと、
　前記判別できないことが決定されたときはいつでも前記グラントによって前記コンポー
ネントキャリアのみをスケジューリングすることと
を備える方法。
　［２］　前記コンポーネントキャリア上で物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ
）内の前記グラントを送信することをさらに備える、［１］に記載の方法。
　［３］　前記コンポーネントキャリアは、一次コンポーネントキャリアであり、前記複
数のコンポーネントキャリアには、前記一次コンポーネントキャリアおよび少なくとも１
つの二次コンポーネントキャリアが含まれ、前記ＣＩＦは、前記グラントが適用される前
記複数のコンポーネントキャリアのうちの１つのコンポーネントキャリアを示す、［１］
に記載の方法。
　［４］　前記グラントに付加された巡回冗長検査（ＣＲＣ）がセル無線ネットワーク一
時識別子（Ｃ－ＲＮＴＩ）によってスクランブルされているときにかぎり前記コンポーネ
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ントキャリアのみがスケジューリングされる、［１］に記載の方法。
　［５］　前記グラントは、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）内でトラフィ
ックデータを送信するように前記ＵＥをスケジューリングするアップリンク（ＵＬ）グラ
ントまたは物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）内でトラフィックデータを受信
するように前記ＵＥをスケジューリングするダウンリンク（ＤＬ）グラントの１つである
、［１］に記載の方法。
　［６］　前記グラントが共通の探索空間とＵＥ固有の探索空間の重なり合った探索空間
内に配置され、前記グラントを受信する前記ＵＥが、前記グラントのペイロードサイズに
基づいて前記ＣＩＦが前記グラントに含まれているかどうかを判別することができないと
きに、前記コンポーネントキャリアのみがスケジューリングされ、前記共通の探索空間の
第１の制御チャネル要素（ＣＣＥ）インデックスと前記ＵＥ固有の探索空間の第１のＣＣ
Ｅインデックスが等しいときに前記共通の探索空間が前記ＵＥ固有の探索空間と重なり合
う、［１］に記載の方法。
　［７］　ユーザ機器（ＵＥ）を動作させる方法であって、
　複数のコンポーネントキャリアのうちのあるコンポーネントキャリア上でグラントを受
信することと、
　前記グラント上でｅＮｏｄｅＢと通信することとを備え、
　前記グラントは、前記ＵＥがグラントにキャリアインジケータフィールド（ＣＩＦ）が
含まれているかどうかを判別できないときに前記コンポーネントキャリアのみをスケジュ
ーリングする方法。
　［８］　前記グラントは、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）内で受信され
る、［７］に記載の方法。
　［９］　前記コンポーネントキャリアは、一次コンポーネントキャリアであり、前記複
数のコンポーネントキャリアには、前記一次コンポーネントキャリアおよび少なくとも１
つの二次コンポーネントキャリアが含まれ、前記ＣＩＦは、前記グラントが適用される前
記複数のコンポーネントキャリアのうちの１つのコンポーネントキャリアを示す、［７］
に記載の方法。
　［１０］　前記グラントは、前記グラントに付加された巡回冗長検査（ＣＲＣ）がセル
無線ネットワーク一時識別子（Ｃ－ＲＮＴＩ）によってスクランブルされているときにか
ぎり前記コンポーネントキャリアのみをスケジューリングする、［７］に記載の方法。
　［１１］　前記グラントは、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）内でトラフ
ィックデータを送信するように前記ＵＥをスケジューリングするアップリンク（ＵＬ）グ
ラントまたは物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）内でトラフィックデータを受
信するように前記ＵＥをスケジューリングするダウンリンク（ＤＬ）グラントの１つであ
る、［７］に記載の方法。
　［１２］　前記グラントが共通の探索空間とＵＥ固有の探索空間の重なり合った探索空
間内で受信され、前記グラントを受信する前記ＵＥが、前記グラントのペイロードサイズ
に基づいて前記ＣＩＦが前記グラントに含まれているかどうかを判別することができない
ときに、前記グラントが前記コンポーネントキャリアのみをスケジューリングし、前記共
通の探索空間の第１の制御チャネル要素（ＣＣＥ）インデックスと前記ＵＥ固有の探索空
間の第１のＣＣＥインデックスが等しいときに前記共通の探索空間が前記ＵＥ固有の探索
空間と重なり合う、［７］に記載の方法。
　［１３］　ワイヤレス通信のための装置であって、
　複数のコンポーネントキャリアを用いてユーザ機器（ＵＥ）を設定するための手段と、
　前記ＵＥが、前記複数のコンポーネントキャリアのうちのあるコンポーネントキャリア
上で送信されるグラントにキャリアインジケータフィールド（ＣＩＦ）が含まれているか
どうかを判別できないときを決定するための手段と、
　前記判別できないことが決定されたときはいつでも、前記グラントによって前記コンポ
ーネントキャリアのみをスケジューリングする手段と
を備える装置。
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　［１４］　前記コンポーネントキャリア上で物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣ
Ｈ）内のグラントを送信するための手段をさらに備える、［１３］に記載の装置。
　［１５］　前記コンポーネントキャリアは、一次コンポーネントキャリアであり、前記
複数のコンポーネントキャリアには、前記一次コンポーネントキャリアおよび少なくとも
１つの二次コンポーネントキャリアが含まれ、前記ＣＩＦは、前記グラントが適用される
前記複数のコンポーネントキャリアのうちの１つのコンポーネントキャリアを示す、［１
３］に記載の装置。
　［１６］　前記グラントに付加された巡回冗長検査（ＣＲＣ）がセル無線ネットワーク
一時識別子（Ｃ－ＲＮＴＩ）によってスクランブルされているときにかぎり前記コンポー
ネントキャリアのみがスケジューリングされる、［１３］に記載の装置。
　［１７］　前記グラントは、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）内でトラフ
ィックデータを送信するように前記ＵＥをスケジューリングするアップリンク（ＵＬ）グ
ラントまたは物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）内でトラフィックデータを受
信するように前記ＵＥをスケジューリングするダウンリンク（ＤＬ）グラントの１つであ
る、［１３］に記載の装置。
　［１８］　前記グラントが共通の探索空間とＵＥ固有の探索空間の重なり合った探索空
間内に配置され、前記グラントを受信する前記ＵＥが、前記グラントのペイロードサイズ
に基づいて前記ＣＩＦが前記グラントに含まれているかどうかを判別することができない
ときに、前記コンポーネントキャリアのみがスケジューリングされ、前記共通の探索空間
の第１の制御チャネル要素（ＣＣＥ）インデックスと前記ＵＥ固有の探索空間の第１のＣ
ＣEインデックスが等しいときに前記共通の探索空間が前記ＵＥ固有の探索空間と重なり
合う、［１３］に記載の装置。
　［１９］　ワイヤレス通信のための装置であって、
　複数のコンポーネントキャリアのうちのあるコンポーネントキャリア上でグラントを受
信するための手段と、
　前記グラントに基づいてｅＮｏｄｅＢと通信するための手段とを備え、
　前記グラントは、前記装置がグラントにキャリアインジケータフィールド（ＣＩＦ）が
含まれているかどうかを判別できないときに前記コンポーネントキャリアのみをスケジュ
ーリングする装置。
　［２０］　前記グラントは、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）内で受信さ
れる、［１９］に記載の装置。
　［２１］　前記コンポーネントキャリアは、一次コンポーネントキャリアであり、前記
複数のコンポーネントキャリアには、前記一次コンポーネントキャリアおよび少なくとも
１つの二次コンポーネントキャリアが含まれ、前記ＣＩＦは、前記グラントが適用される
前記複数のコンポーネントキャリアのうちの１つのコンポーネントキャリアを示す、［１
９］に記載の装置。
　［２２］　前記グラントは、前記グラントに付加された巡回冗長検査（ＣＲＣ）がセル
無線ネットワーク一時識別子（Ｃ－ＲＮＴＩ）によってスクランブルされているときにか
ぎり前記コンポーネントキャリアのみをスケジューリングする、［１９］に記載の装置。
　［２３］　前記グラントは、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）内でトラフ
ィックデータを送信するように前記装置をスケジューリングするアップリンク（ＵＬ）グ
ラントまたは物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）内でトラフィックデータを受
信するように前記装置をスケジューリングするダウンリンク（ＤＬ）グラントの１つであ
る、［１９］に記載の装置。
　［２４］　前記グラントが共通の探索空間とＵＥ固有の探索空間の重なり合った探索空
間内で受信され、前記グラントを受信する前記装置が、前記グラントのペイロードサイズ
に基づいて前記ＣＩＦが前記グラントに含まれているかどうかを判別することができない
ときに、前記グラントが前記コンポーネントキャリアのみをスケジューリングし、前記共
通の探索空間の第１の制御チャネル要素（ＣＣＥ）インデックスと前記ＵＥ固有の探索空
間の第１のＣＣＥインデックスが等しいときに前記共通の探索空間が前記ＵＥ固有の探索
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　［２５］　コンピュータプログラム製品であって、
　複数のコンポーネントキャリアを用いてユーザ機器（ＵＥ）を設定し、
　前記ＵＥが、前記複数のコンポーネントキャリアのうちのあるコンポーネントキャリア
上で送信されるグラントにキャリアインジケータフィールド（ＣＩＦ）が含まれているか
どうかを判別できないときを決定し、
　前記判別できないことが決定されたときはいつでも前記グラントによって前記コンポー
ネントキャリアのみをスケジューリングする
ためのコードを備えるコンピュータ可読媒体を備えるコンピュータプログラム製品。
　［２６］　ユーザ機器（ＵＥ）内のコンピュータプログラム製品であって、
　複数のコンポーネントキャリアのうちのあるコンポーネントキャリア上でグラントを受
信し、
　前記グラントに基づいてｅＮｏｄｅＢと通信するためのコードを備えるコンピュータ可
読媒体を備え、
　前記グラントは、前記ＵＥがグラントにキャリアインジケータフィールド（ＣＩＦ）が
含まれているかどうかを判別できないときに前記コンポーネントキャリアのみをスケジュ
ーリングするコンピュータプログラム製品。
　［２７］　ワイヤレス通信のための装置であって、
　複数のコンポーネントキャリアを用いてユーザ機器（ＵＥ）を設定し、
　前記ＵＥが、前記複数のコンポーネントキャリアのうちのあるコンポーネントキャリア
上で送信されるグラントにキャリアインジケータフィールド（ＣＩＦ）が含まれているか
どうかを判別できないときを決定し、
　前記判別できないことが決定されたときはいつでも前記グラントによって前記コンポー
ネントキャリアのみをスケジューリングする
ように構成された処理システムを備える装置。
　［２８］　ワイヤレス通信のための装置であって、
　複数のコンポーネントキャリアのうちのあるコンポーネントキャリア上でグラントを受
信し、
　前記グラントに基づいてｅＮｏｄｅＢと通信するように構成された処理システムを備え
、
　前記グラントは、前記装置がグラントにキャリアインジケータフィールド（ＣＩＦ）が
含まれているかどうかを判別できないときに前記コンポーネントキャリアのみをスケジュ
ーリングする装置。
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